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■
は
じ
め
に
■

本
書
は
、「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
現
代
文
問
題
の
対
策
の
た
め
、
単
元
別
（
各
大
問
の
タ
イ
プ
別
）
に
演
習
を
行
う
問
題
集
で
す
。
収
録
し
た
問
題

は
す
べ
て
、
駿
台
予
備
学
校
の
現
代
文
科
講
師
が
共
同
で
練
り
上
げ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
問
題
で
す
。
内
容
・
形
式
と
も
に
、
実
際
の
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

を
想
定
し
て
作
題
し
た
も
の
で
、
単
元
別
に
集
中
し
て
演
習
を
重
ね
る
こ
と
で
、
解
法
が
自
然
と
身
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
問
題
集
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
対
策
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

■

構
　
成
　

■　
＊
以
下
の
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
に
関
す
る
記
述
は
、
二
〇
二
三
年
六
月
時
点
の
情
報
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

▼
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
国
語
の
問
題
構
成

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
国
語
は
、
90
分
で
次
の
5
大
問
に
解
答
す
る
と
い
う
問
題
構
成
で
す
。

大　

問

出
題
分
野
解
答
方
法

題　
　

材

配　

点

第
1
問

現
代
文

マ
ー
ク

論
理
的
文
章
問
題

45
点

第
2
問

現
代
文

マ
ー
ク

文
学
的
文
章
問
題

45
点

第
3
問

現
代
文

マ
ー
ク

資
料
型
総
合
問
題

20
点

第
4
問

古　

文

マ
ー
ク

45
点

第
5
問

漢　

文

マ
ー
ク

45
点

▼
こ
の
問
題
集
の
構
成

　

論
理
的
文
章
問
題
…
…
5
題　

文
学
的
文
章
問
題
…
…
5
題　

資
料
型
総
合
問
題
…
…
5
題　

計
15
題

と
い
う
構
成
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
単
元
の
中
で
お
お
む
ね
易
か
ら
難
へ
と
問
題
を
配
列
し
て
あ
る
の
で
、
取
り
組
む
ほ
ど
に
力
が
つ
い
て
い
く
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
問
題
集
で
各
大
問
ご
と
の
解
法
を
習
得
し
た
後
は
、
本
番
同
様
に
現
代
文
・
古
文
・
漢
文
を
セ
ッ
ト
に
し
た
問
題
集
な
ど
で
、
実
戦
的
な
練
習

問
題
に
取
り
組
ん
で
下
さ
い
。

※
な
お
、
第
1
問
・
第
2
問
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
五
年
度
よ
り
配
点
が
各
50
点
か
ら
各
45
点
に
な
る
こ
と
に
伴
い
、
多
様
な
形
式
で
の
出
題
が
想
定

さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
本
書
で
は
、
従
来
の
出
題
形
式
を
踏
ま
え
つ
つ
、
想
定
さ
れ
う
る
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
問
題
を
収
録
し
て
い
ま
す
。
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■ 

は
じ
め
に 

■

　

本
書
は
、「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
現
代
文
問
題
の
対
策
の
た
め
、
単
元
別
（
各
大
問
の
タ
イ
プ
別
）
に
演
習
を
行
う
問
題
集
で
す
。
収
録
し
た
問
題

は
す
べ
て
、
駿
台
予
備
学
校
の
現
代
文
科
講
師
が
共
同
で
練
り
上
げ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
問
題
で
す
。
内
容
・
形
式
と
も
に
、
実
際
の
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

を
想
定
し
て
作
題
し
た
も
の
で
、
単
元
別
に
集
中
し
て
演
習
を
重
ね
る
こ
と
で
、
解
法
が
自
然
と
身
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
問
題
集
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
対
策
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

■ 

　

構
　
成
　 

■　
＊
以
下
の
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
に
関
す
る
記
述
は
、
二
〇
二
三
年
六
月
時
点
の
情
報
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

▼
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
国
語
の
問
題
構
成　

　

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
国
語
は
、
90
分
で
次
の
5
大
問
に
解
答
す
る
と
い
う
問
題
構
成
で
す
。

大　

問

出
題
分
野
解
答
方
法

題 　
　

材

配　

点

第
1
問

現
代
文

マ
ー
ク

論
理
的
文
章
問
題

45
点

第
2
問

現
代
文

マ
ー
ク

文
学
的
文
章
問
題

45
点

第
3
問

現
代
文

マ
ー
ク

資
料
型
総
合
問
題

20
点

第
4
問

古　

文

マ
ー
ク

45
点

第
5
問

漢　

文

マ
ー
ク

45
点

▼
こ
の
問
題
集
の
構
成

　

論
理
的
文
章
問
題
…
…
5
題　

文
学
的
文
章
問
題
…
…
5
題　

資
料
型
総
合
問
題
…
…
5
題　

計
15
題

と
い
う
構
成
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
単
元
の
中
で
お
お
む
ね
易
か
ら
難
へ
と
問
題
を
配
列
し
て
あ
る
の
で
、
取
り
組
む
ほ
ど
に
力
が
つ
い
て
い
く
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
問
題
集
で
各
大
問
ご
と
の
解
法
を
習
得
し
た
後
は
、
本
番
同
様
に
現
代
文
・
古
文
・
漢
文
を
セ
ッ
ト
に
し
た
問
題
集
な
ど
で
、
実
戦
的
な
練
習

問
題
に
取
り
組
ん
で
下
さ
い
。

※�

な
お
、
第
1
問
・
第
2
問
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
五
年
度
よ
り
配
点
が
各
50
点
か
ら
各
45
点
に
な
る
こ
と
に
伴
い
、
多
様
な
形
式
で
の
出
題
が
想
定

さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
本
書
で
は
、
従
来
の
出
題
形
式
を
踏
ま
え
つ
つ
、
想
定
さ
れ
う
る
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
問
題
を
収
録
し
て
い
ま
す
。
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■ 

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
出
題
の
特
徴 

■

　

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
で
は
、〈
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
〉
を
重
視
し
た
出
題
が
な
さ
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

　

①�　

�
複
数
テ
ク
ス
ト
に
よ
る
出
題
―
―
二
つ
以
上
の
文
章
を
組
み
合
わ
せ
た
り
、
文
章
と
資
料
・
会
話
文
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
り
と
、
複
数
の
テ

ク
ス
ト
（
書
か
れ
た
も
の
）
を
見
渡
し
て
そ
れ
ら
の
関
連
性
を
と
ら
え
る
力
を
試
す
問
題
が
出
題
さ
れ
ま
す
。

　

②　

�

実
用
的
場
面
を
想
定
し
た
出
題
―
―
通
常
の
文
章
読
解
だ
け
で
な
く
、
現
実
生
活
の
中
で
の
場
面
設
定
に
基
づ
く
設
問
が
出
題
さ
れ
ま
す
。
生
徒

の
学
習
場
面
と
い
う
設
定
で
ノ
ー
ト
・
メ
モ
・
図
な
ど
が
提
示
さ
れ
、
そ
れ
を
基
に
本
文
の
内
容
を
整
理
し
た
り
発
展
的
に
考
え
た
り
す
る
設
問

や
、
複
数
の
人
の
会
話
・
討
論
と
い
う
形
の
設
問
な
ど
で
す
。
ま
た
、
グ
ラ
フ
や
表
な
ど
の
デ
ー
タ
、
図
・
図
像
な
ど
や
実
用
的
な
題
材
の
文

章
・
資
料
も
出
題
さ
れ
ま
す
。

　

③　

�

応
用
的
・
発
展
的
思
考
力
を
必
要
と
す
る
設
問
の
出
題
―
―
本
文
に
直
接
〈
書
い
て
あ
る
こ
と
〉
を
把
握
す
る
設
問
だ
け
で
な
く
、
応
用
的
・

発
展
的
思
考
を
求
め
る
設
問
が
出
題
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
本
文
に
な
い
具
体
例
を
考
え
る
設
問
、
本
文
の
記
述
を
抽
象
化
・
一
般
化
し
て
考
え

る
設
問
、
本
文
の
論
旨
を
本
文
以
外
の
話
題
に
応
用
し
て
考
え
る
設
問
、
本
文
の
論
旨
を
も
と
に
論
理
的
な
推
論
を
行
う
設
問
、
複
数
の
テ
ク
ス

ト
の
共
通
点
・
相
違
点
を
考
え
る
設
問
な
ど
で
す
。

　

こ
の
問
題
集
に
収
録
し
た
問
題
は
、
内
容
・
形
式
と
も
に
、
以
上
の
よ
う
な
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
特
徴
を
踏
ま
え
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

大
問
別
の
傾
向
・
対
策
は
、
各
単
元
（
大
問
）
の
扉
に
示
し
ま
し
た
の
で
、
詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
ご
参
照
下
さ
い
。

■ 

各
設
問
で
求
め
ら
れ
る
力
の
表
示
に
つ
い
て 

■

　

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
設
問
の
特
徴
を
把
握
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
こ
の
問
題
集
で
は
、
各
設
問
で
求
め
ら
れ
る
学
力
の
内
容
を
、
知
識
・
技
能
・

探
求
・
取
り
出
し
・
統
合
・
解
釈
・
熟
考
・
評
価
・
構
成
・
表
現
の
五
つ
の
項
目
で
表
示
し
ま
し
た
。

　
〈
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
〉
の
前
提
と
な
る
の
が
知
識
・
技
能
で
す
。
漢
字
・
語
彙
・
文
法
・
文
学
史
や
、
グ
ラ
フ
や
図
の
読
み
取
り
方
な
ど
、

国
語
に
関
す
る
知
識
・
技
能
の
こ
と
で
、
漢
字
・
語
彙
の
記
憶
な
ど
の
形
で
ふ
だ
ん
か
ら
身
に
つ
け
る
努
力
を
す
る
必
要
が
あ
る
テ
ク
ス
ト
外
の
力
で
す
。
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〈
思
考
・
判
断
〉
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
次
の
よ
う
な
三
段
階
で
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

①�　
�

テ
ク
ス
ト
か
ら
の
情
報
の
探
求
・
取
り
出
し
。
テ
ク
ス
ト
内
の
特
定
の
部
分

か
ら
目
的
に
応
じ
て
情
報
を
取
り
出
す
力
で
す
。
テ
ク
ス
ト
の
一
箇
所
な
い

し
狭
い
範
囲
の
部
分
に
依
拠
し
た
設
問
な
ど
は
、
こ
の
レ
ベ
ル
で
解
答
可
能

な
も
の
で
す
。

　

②�　

�

テ
ク
ス
ト
の
情
報
の
統
合
・
解
釈
。
一
つ
の
テ
ク
ス
ト
の
全
体
、
な
い
し
複

数
の
テ
ク
ス
ト
同
士
の
関
連
を
踏
ま
え
て
、
情
報
の
統
合
・
構
造
化
・
解
釈

を
行
う
力
で
す
。
複
数
の
箇
所
に
依
拠
す
る
設
問
、
本
文
全
体
の
要
約
、
さ

ら
に
目
的
に
応
じ
て
複
数
の
テ
ク
ス
ト
の
情
報
を
組
み
合
わ
せ
ま
と
め
る
よ
う
な
設
問
は
、
こ
の
レ
ベ
ル
の
力
を
必
要
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
あ
く

ま
で
テ
ク
ス
ト
内
の
情
報
の
処
理
に
か
か
わ
る
（
従
来
の
言
い
方
で
い
え
ば
〈
本
文
に
書
か
れ
て
あ
る
こ
と
〉
で
解
答
で
き
る
）
レ
ベ
ル
で
す
。

　

③�　

�

テ
ク
ス
ト
の
情
報
に
関
す
る
熟
考
・
評
価
。
テ
ク
ス
ト
の
情
報
に
つ
い
て
、
自
ら
の
思
考
力
や
経
験
・
知
識
な
ど
を
生
か
し
て
テ
ク
ス
ト
外
か
ら

と
ら
え
直
し
て
い
く
力
で
す
。
テ
ク
ス
ト
の
情
報
に
基
づ
く
推
論
、
経
験
や
知
識
に
基
づ
く
テ
ク
ス
ト
の
内
容
の
補
足
や
精
緻
化
、
特
定
の
立
場

に
基
づ
く
テ
ク
ス
ト
の
内
容
の
評
価
、
テ
ク
ス
ト
に
基
づ
く
新
た
な
考
え
の
形
成
な
ど
を
求
め
る
問
い
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。
例
え
ば
、〈
本

文
に
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
〉
を
推
論
し
た
り
、
独
自
の
具
体
例
を
考
え
た
り
、
二
つ
の
文
章
に
つ
い
て
、
一
方
の
観
点
か
ら
他
方
を
と
ら
え
直

し
た
り
、
両
者
を
踏
ま
え
て
新
た
な
考
え
を
導
い
た
り
、
と
い
っ
た
設
問
で
は
、
こ
の
レ
ベ
ル
の
力
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
得
ら
れ
た
思
考
・
判
断
は
、
他
者
に
伝
え
る
た
め
に
〈
表
現
〉
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
問
題
集
で
は
、
解

答
に
当
た
っ
て
特
に
表
現
に
関
す
る
留
意
・
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
設
問
を
、
構
成
・
表
現
と
表
示
し
ま
し
た
。
文
章
の
展
開
・
構
成
の
し
か
た
や
表
現
の

は
た
ら
き
・
技
法
な
ど
を
問
う
も
の
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。
ふ
だ
ん
か
ら
筋
道
を
立
て
て
文
章
を
書
い
た
り
話
し
た
り
す
る
、
テ
ク
ス
ト
外
で
の
言
語

活
動
に
よ
っ
て
つ
ち
か
わ
れ
る
力
だ
と
い
え
ま
す
。

問
1

問
2

問
3

問
4

問
5

問
6

知
識
・
技
能
知
識
・
技
能

探
求
・
取
り
出
し

統
合
・
解
釈
統
合
・
解
釈
統
合
・
解
釈

熟
考
・
評
価

構
成
・
表
現
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■ 

こ
の
問
題
集
の
使
い
方 

■

①　
�

ま
ず
、
論
理
的
文
章
問
題
・
文
学
的
文
章
問
題
は
1
題
20
分
程
度
、
資
料
型
総
合
問
題
は
1
題
15
分
程
度
を
目
標
と
し
て
、
問
題
文
・
資
料
を
読
み
、

設
問
に
解
答
す
る
。（
問
題
冊
子
の
最
後
に
マ
ー
ク
解
答
欄
が
付
い
て
い
ま
す
の
で
、
練
習
用
に
コ
ピ
ー
し
て
使
用
し
て
下
さ
い
。）

　
　
　

⇩

②　
〈
答
え
合
わ
せ
〉
を
す
る
。

　
　
　

⇩

③�　

�

時
間
を
か
け
て
、
読
み
直
し
、
考
え
直
す
。
特
に
、〈
答
え
合
わ
せ
〉
の
結
果
、
自
分
が
正
答
で
き
な
か
っ
た
と
判
明
し
た
設
問
に
つ
い
て
は
、
自

分
が
気
づ
か
な
か
っ
た
〈
正
答
〉
の
根
拠
は
何
か
、
自
分
が
選
ん
で
し
ま
っ
た
答
え
の
ど
こ
に
間
違
い
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
解
説
を
読
む
前
に

も
う
一
度
考
え
て
み
る
。

　
　
　

⇩

④�　

�

解
説
を
読
む
。
問
題
文
・
資
料
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
設
問
解
答
の
道
筋
（
特
に
③
で
考
え
た
こ
と
）
に
つ
い
て
確
認
し
、
今
後
の
学
習
に
生

か
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
つ
か
む
。

　
＊
学
校
の
授
業
や
課
題
と
し
て
使
う
場
合
は
、
先
生
の
指
示
に
従
っ
て
下
さ
い
。
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論
理
的
文
章
問
題

・�

評
論
文
・
論
説
文
・
説
明
文
な
ど
の
論
理
的
文
章
を
題
材
と
し
、
内
容
読
解
の
設
問
を
中
心
に
、
漢
字
設
問
、
表
現
や
構
成
・
展
開

の
設
問
な
ど
が
出
題
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
長
い
文
章
と
短
め
の
文
章
、
あ
る
い
は
、
と
も
に
あ
る
程
度
の
長
さ
を
も
つ
二
つ
の
文
章

な
ど
、複
数
の
文
章
に
つ
い
て
、そ
れ
ら
の
間
の
関
連
性
を
問
う
設
問
も
出
題
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、論
理
的
文
章
に
生
徒
の
ノ
ー
ト
・

生
徒
の
書
い
た
文
章
・
生
徒
の
会
話
な
ど
〈
学
習
の
場
面
〉
を
想
定
し
た
テ
ク
ス
ト
を
組
み
合
わ
せ
る
形
で
本
文
か
ら
発
展
さ
せ
た

応
用
的
思
考
を
問
う
出
題
も
あ
り
ま
す
。

・�

い
ず
れ
に
せ
よ
、
論
理
的
文
章
と
、
関
連
す
る
テ
ク
ス
ト（
他
の
文
章
や
資
料
）と
い
う
形
で
す
の
で
、
論
理
的
文
章
の
内
容
を
し
っ

か
り
と
把
握
し
、
そ
れ
と
の
関
連
で
他
の
テ
ク
ス
ト
の
意
味
や
は
た
ら
き
を
考
え
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

⇩

・�

読
解
・
解
答
の
手
順
は
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

①　

�

ま
ず
、メ
イ
ン
の
論
理
的
文
章
を
、
対
比
や
同
内
容
の
繰
り
返
し
な
ど
に
注
意
し
て
論
旨
を
整
理
し
つ
つ
読
み
、
概
要
を
把
握
す
る
。

　

②　

�

別
の
テ
ク
ス
ト（
他
の
文
章
や
資
料
）が
あ
る
場
合
に
は
、
①
で
つ
か
ん
だ
文
章
と
の
関
連
性（
共
通
点
や
相
違
点
な
ど
）を
考
え
な

が
ら
内
容
を
把
握
す
る（
別
の
テ
ク
ス
ト
が
設
問
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
場
合
に
は
、設
問
解
答
の
際
に
そ
の
作
業
を
行
う
）。

　

③　

�

①
②
で
つ
か
ん
だ
本
文
や
資
料
の
概
要
を
頭
に
置
き
つ
つ
、
設
問
要
求
を
お
さ
え
、
そ
れ
に
関
連
す
る
部
分
を
再
度
確
認
し
て
、

設
問
要
求
の
答
え
と
な
る
内
容
を
探
り
出
し
、
解
答
を
選
ぶ
。

　

④　

�

生
徒
の
ノ
ー
ト
・
生
徒
の
書
い
た
文
章
・
生
徒
の
会
話
と
い
っ
た〈
学
習
の
場
面
〉の
設
定
に
基
づ
い
て
解
答
す
る
設
問
で
は
、（
本

文
の
内
容
に
加
え
）そ
れ
ら
が
設
定
す
る
文
脈
や
、
思
考
・
議
論
の
過
程
な
ど
も
ヒ
ン
ト
に
し
て
解
答
を
考
え
る
。

　

⑤�　

判
断
に
迷
う
場
合
は
、

　
　
ａ　

�

選
択
肢
の
全
体
を
漠
然
と
見
る
の
で
は
な
く
、
要
素
ご
と
に
吟
味
し
て
、
部
分
に
仕
掛
け
ら
れ
た
誤
り
を
見
抜
く
。

　
　

ｂ　

�

似
た
よ
う
な
選
択
肢
は
、選
択
肢
同
士
を
比
較
し
、本
文
や
資
料
の
内
容
お
よ
び
設
問
要
求
に
照
ら
し
て〈
よ
り
妥
当
な
も
の
〉

を
選
ぶ
。

❶ 井筒俊彦「記号活動としての言語」/最果タヒ「わからないぐらいがちょうどいい」 �� 8

❷ 古田亮『日本画とは何だったのか』/菱田春草 「画界漫言」 �������� 22

❸ 桑子敏雄『生命と風景の哲学』 � ������������������� 34

❹ 松木武彦『美の考古学』 � ���������������������� 46

❺ 北山恒『モダニズムの臨界』『未来都市はムラに近似する』 �������� 58
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文
学
的
文
章
問
題

・�

小
説
・
韻
文（
詩
歌
）な
ど
、
文
学
的
文
章
を
題
材
と
し
、
内
容
読
解
の
設
問
を
中
心
に
、
表
現
や
構
成
の
設
問
、
語
意
な
ど
国
語

の
知
識
に
関
す
る
設
問
な
ど
が
問
わ
れ
ま
す
。

・�

小
説
と
批
評
・
エ
ッ
セ
イ
・
韻
文
（
詩
歌
）・
テ
ー
マ
と
し
て
関
連
す
る
別
の
文
章
な
ど
、
何
ら
か
の
形
で
複
数
の
題
材
を
組
み
合

わ
せ
た
形
で
出
題
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
、ま
た
、論
理
的
文
章
問
題
と
同
じ
く
〈
学
習
の
場
面
〉
を
想
定
し
た
出
題
も
あ
り
ま
す
。

・�

本
文
の
叙
述
そ
の
も
の
の
読
み
取
り
は
も
ち
ろ
ん
、
叙
述
を
も
と
に
直
接
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
を
推
測
す
る
こ
と
ま
で
含
め
た

作
品
世
界
の
読
解
、
さ
ら
に
、
作
者
の
意
図
や
表
現
の
は
た
ら
き
な
ど
の
考
察
な
ど
が
、
設
問
で
問
わ
れ
る
内
容
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

⇩

・�

読
解
・
解
答
の
手
順
は
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

①　

�

小
説
（
や
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
随
筆
）
の
場
合
は
、
リ
ー
ド
文
（
前
書
き
）
や
注
な
ど
も
踏
ま
え
つ
つ
、
時
と
場
所
、
主

要
人
物
の
属
性
や
性
格
・
置
か
れ
て
い
る
状
況
、
人
物
間
の
関
係
性
な
ど
を
お
さ
え
、
ま
た
各
場
面
で
の
心
情
や
そ
の
変
化
、

時
制
（
過
去
の
回
想
の
挿
入
や
、
別
の
時
点
へ
の
飛
躍
な
ど
）
に
注
意
し
て
、
内
容
を
把
握
す
る
。

　

②　

��

設
問
に
関
し
て
は
、「
論
理
的
文
章（
＋
実
用
的
文
章
）」
の
③
④
⑤
と
同
様
に
考
え
る
。
た
だ
し
、
論
理
的
文
章
以
上
に
、
本

文
の
記
述
を
も
と
に
し
た
推
測
や
本
文
か
ら
の
発
展
的
理
解
が
求
め
ら
れ
る
の
で
、
迷
わ
さ
れ
る
選
択
肢
の
中
で
も
〈
本
文

に
照
ら
し
て
よ
り
妥
当
性
の
高
い
も
の
を
選
ぶ
〉
姿
勢
を
徹
底
し
て
練
習
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

③　

�

設
問
の
中
に
他
の
文
章
・
資
料
な
ど
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
メ
イ
ン
の
文
章
の
内
容
を
的
確
に
把
握
し
、
そ
れ

に
つ
い
て
の
設
問
を
解
き
な
が
ら
さ
ら
に
内
容
を
し
っ
か
り
と
頭
に
入
れ
た
上
で
、
他
の
文
章
・
資
料
が
そ
れ
と
ど
の
よ
う

に
関
連
し
て
い
る
か
を
考
え
つ
つ
、
設
問
要
求
に
応
じ
て
解
答
を
考
え
て
い
く
。

❶ 湊かなえ『物語のおわり』� ��������������������  72

❷ 吉田修一「キャンセルされた街の案内」� ��������������� 84

❸ 辻邦生「橋」「作品制作に関する『日記』抜粋」������������  96

❹ 太宰治「列車」���������������������������  106

❺ 大崎善生「神様捜索隊」／吉原幸子「冒瀆」��������������  118
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資
料
型
総
合
問
題

・�

複
数
の
資
料
（
通
常
の
文
章
・
グ
ラ
フ
や
表
の
形
式
を
と
っ
た
デ
ー
タ
・
何
か
を
説
明
す
る
た
め
の
図
・
図
像
な
ど
）
を
題
材
と
し
、

個
々
の
資
料
の
読
み
取
り
と
、
複
数
の
資
料
を
組
み
合
わ
せ
て
考
え
を
導
き
出
す
総
合
的
・
応
用
的
思
考
を
問
う
問
題
が
出
題
さ

れ
ま
す
。

・�

ま
た
、〈
学
習
の
場
面
〉
を
想
定
し
、
資
料
を
用
い
な
が
ら
生
徒
が
レ
ポ
ー
ト
や
文
章
を
書
い
た
り
議
論
を
し
た
り
す
る
（
あ
る
い

は
そ
れ
ら
の
構
想
メ
モ
な
ど
を
作
る
）
と
い
っ
た
形
式
で
の
出
題
と
な
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

・�

設
問
で
は
、〈
設
問
要
求
に
従
い
文
章
・
資
料
か
ら
必
要
な
情
報
を
探
す
〉〈
複
数
の
文
章
・
資
料
の
情
報
を
比
較
し
た
り
対
応
関

係
を
考
え
る
／
そ
れ
ら
を
統
合
し
て
考
え
を
導
き
出
す
〉〈
文
章
・
資
料
の
内
容
を
基
に
論
理
的
推
論
や
類
推
な
ど
の
応
用
的
・
発

展
的
思
考
を
展
開
す
る
〉〈
生
徒
の
書
い
た
文
章
な
ど
の
推
敲
を
行
う
〉
と
い
っ
た
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

⇩

・
読
解
・
解
答
の
手
順
は
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

①　

�〈
リ
ー
ド
文
（
前
書
き
）
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
〈
設
定
〉
で
あ
る
か
を
把
握
し
た
上
で
、
ま
ず
全
体
を
見
渡
し
、
テ
ク
ス
ト
（
文

章
・
資
料
）
が
ど
の
よ
う
な
組
み
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る
か
を
つ
か
む
。

　

②　

�

メ
イ
ン
の
資
料
（
多
く
の
場
合
、中
心
的
な
話
題
に
つ
い
て
述
べ
た
何
ら
か
の
文
章
）
の
内
容
を
ざ
っ
と
（
大
筋
で
）
つ
か
む
。

サ
ブ
の
資
料
に
つ
い
て
は
、〈
メ
イ
ン
の
資
料
と
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
も
の
か
〉〈
話
題
・
内
容
は
大
体
ど
の
よ
う
な
も
の
か
〉

を
お
さ
え
て
お
い
て
、
後
で
設
問
を
解
く
際
に
、
必
要
な
情
報
を
取
り
出
せ
る
よ
う
に
し
て
お
く
。

　

③　

�

設
問
要
求
を
お
さ
え
、
そ
れ
に
従
っ
て
各
テ
ク
ス
ト
か
ら
必
要
な
情
報
を
取
り
出
し
、
設
問
要
求
・
条
件
に
応
じ
て
解
答
を

導
く
。
さ
ま
ざ
ま
な
形
式
で
多
角
的
な
問
い
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、〈
何
が
問
わ
れ
て
い
る
の
か
〉〈
そ
の
問
い
に
答
え

る
た
め
に
は
何
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
け
ば
よ
い
か
〉
を
見
定
め
、
そ
れ
に
沿
っ
て
考
え
て
い
く
。

　

※
④
〈
学
習
の
場
面
〉
設
問
、
⑤
〈
判
断
に
迷
う
場
合
〉
に
つ
い
て
は
論
理
的
文
章
問
題
の
項
を
参
照
。

❶ 若者の自分意識��������������������������  132

❷ コミュニケーション������������������������ 144

❸ 条件付特定外来生物������������������������  154

❹ 外国人観光客誘致�������������������������  168

❺ リスクリテラシー�������������������������  176
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4

4文学的文章問題

学習日

／

／

／

「
列
車
」

次
の
文
章
は
太だ

宰ざ
い

治お
さ
む「

列
車
」（
一
九
三
三
年
発
表
）
の
全
文
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
問
１
〜
5
）
に
答
え
よ
。
な
お
、
設
問
の
都

合
で
本
文
の
上
に
行
数
を
付
し
て
あ
る
。（
配
点　

45
）

一
九
二
五
年
に
梅
鉢
工
場
と
い
う
所
で
こ
し
ら
え
ら
れ
た
Ｃ
五
一
型
の
そ
の
機
関
車
は
、
同
じ
工
場
で
同
じ
こ
ろ
製
作
さ
れ
た
三
（
（

（
注

等
客
車
三
輛り

よ
うと

、

食
堂
車
、
二
等
客
車
、
二
等
寝
台
車
、
各
々
一
輛
ず
つ
と
、
ほ
か
に
郵
便
や
ら
荷
物
や
ら
の
貨
車
三
輛
と
、
都
合
九
つ
の
箱
に
、
ざ
っ
と
二
百
名
か
ら

の
旅
客
と
十
万
を
越
え
る
通
信
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
幾
多
の
胸
痛
む
物
語
と
を
載
せ
、
雨
の
日
も
風
の
日
も
午
後
の
二
時
半
に
な
れ
ば
、
ピ
ス
ト
ン
を

は
た
め
か
せ
て
上
野
か
ら
青
森
へ
向
け
て
走
っ
た
。
時
に
依よ

っ
て
万
歳
の
叫
喚
で
送
ら
れ
た
り
、
手ハ

ン

巾カ
チ

で
名
残
を
惜お

し

ま
れ
た
り
、
ま
た
は
嗚お

咽え
つ

で
も
っ

て
不
吉
な
餞

は
な
む
けを
受
け
る
の
で
あ
る
。
列
車
番
号
は
一
〇
三
。

番
号
か
ら
し
て
気き

持も
ち

が
悪
い
。
一
九
二
五
年
か
ら
い
ま
ま
で
、
八
年
も
経た

っ
て
い
る
が
、
そ
の
間
に
こ
の
列
車
は
幾
万
人
の
愛
情
を
引
き
裂
い
た
こ

と
か
。
げ
ん
に
私
が
此こ

の
列
車
の
た
め
、
ひ
ど
く
か
ら
い
目
に
遭
わ
さ
れ
た
。

つ
い
昨
年
の
冬
、
汐し

お
た田

が
テ
ツ
さ
ん
を
国
元
へ
送
り
か
え
し
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。

テ
ツ
さ
ん
と
汐
田
と
は
同
じ
郷
里
で
幼
い
と
き
か
ら
の
仲
ら
し
く
、
私
も
汐
田
と
高
（
（

（
注

等
学
校
の
寮
で
ひ
と
つ
室
に
寝ね

起お
き

し
て
い
た
関
係
か
ら
、
折
に

ふ
れ
て
は
こ
の
恋
愛
を
物
語
ら
れ
た
。
テ
ツ
さ
ん
は
貧
し
い
育
ち
の
娘
で
あ
る
か
ら
、
少
々
内
（
（

（
注

福
な
汐
田
の
家
で
は
二
人
の
結
婚
は
不
承
知
で
あ
っ

て
、
そ
れ
ゆ
え
汐
田
は
彼
の
父
親
と
、
い
く
た
び
と
な
く
烈は

げ

し
い
口
論
を
し
た
。
そ
の
最
初
の
喧け

ん
か嘩
の
際
、
汐
田
は
卒
倒
せ
ん
許ば

か

り
に
興
奮
し
て
、
し

ま
い
に
、
滴た

ら

々た
ら

と
鼻
血
を
流
し
た
の
で
あ
る
が
、
Ａ
そ
の
よ
う
な
愚
直
な
挿
話
さ
え
、
年
若
い
私
の
胸
を
異
様
に
轟と
ど
ろか
せ
た
も
の
だ
。

そ
の
う
ち
に
私
も
汐
田
も
高
等
学
校
を
出
て
、
一
緒
に
東
京
の
大
学
へ
は
い
っ
た
。
そ
れ
か
ら
三
年
経
っ
て
い
る
。
こ
の
期
間
は
、
私
に
と
っ
て
は

困
難
な
と
し
つ
き
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
汐
田
に
は
そ
ん
な
こ
と
が
な
か
っ
た
ら
し
く
、
毎
日
を
の
う
の
う
と
暮く

ら
し
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
私
の
最

初
間ま

借が
り

し
て
い
た
家
が
大
学
の
じ
き
近
く
に
あ
っ
た
の
で
、
汐
田
は
入
学
当
時
こ
そ
ほ
ん
の
二
三
回
そ
こ
へ
寄
っ
て
呉く

れ
た
が
、
環
境
も
思
想
も
音
を

51015
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立
て
つ
つ
離り

叛は
ん

し
て
行
っ
て
い
る
二
人
に
は
、
以
前
の
よ
う
な
わ
け
へ
だ
て
無
い
友
情
は
と
て
も
望
め
な
か
っ
た
の
だ
。
私
の
ひ
が
み
か
ら
か
も
知
れ

な
い
が
、
あ
の
と
き
若も

し
、
テ
ツ
さ
ん
の
上
京
さ
え
な
か
っ
た
な
ら
、
汐
田
は
き
っ
と
永
久
に
私
か
ら
遠
の
い
て
了し

ま

う
つ
も
り
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

汐
田
は
私
と
む
つ
ま
じ
い
交
渉
を
絶
っ
て
か
ら
三
年
目
の
冬
に
、
突
然
、
私
の
郊
外
の
家
を
訪
れ
て
テ
ツ
さ
ん
の
上
京
を
告
げ
た
の
で
あ
る
。
テ
ツ

さ
ん
は
汐
田
の
卒
業
を
待
ち
兼
ね
て
、
ひ
と
り
で
東
京
へ
逃
げ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
に
は
私
も
或あ

る
女
と
結
婚
し
て
い
た
し
、
い
ま
さ
ら
汐
田
の
そ
の
出
来
事
に
胸
を
と
き
め
か
す
よ
う
な
、
そ
ん
な
若
や
い
だ
気
持
を
次
第
に

う
し
な
い
か
け
て
い
た
矢
先
で
あ
っ
た
か
ら
、
汐
田
の
だ
し
ぬ
け
な
来
訪
に
幾
分
ま
ご
つ
き
は
し
た
が
、
彼
の
そ
の
訪
問
の
底
意
を
見
抜
く
事
を
忘
れ
な

か
っ
た
。
そ
ん
な
一
少
女
の
出
奔
を
知
己
の
間
に
言
い
ふ
ら
す
こ
と
が
、
彼
の
自
尊
心
を
ど
ん
な
に
満
足
さ
せ
た
か
。
私
は
彼
の
有
頂
天
を
不
愉
快
に
感

じ
、
彼
の
テ
ツ
さ
ん
に
対
す
る
真
実
を
疑
い
さ
え
し
た
。
私
の
こ
の
疑
惑
は
無
残
に
も
的
中
し
て
い
た
。
彼
は
私
に
ひ
と
し
き
り
、
狂
喜
し
感
激
し
て
見

せ
た
揚あ

げ

句く

、
眉み

間け
ん

に
皺し

わ

を
寄
せ
て
、
ど
う
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
？　

と
い
う
相
談
を
小
声
で
持
ち
か
け
た
で
は
な
い
か
。
私
は
最も

早は
や

、
そ
の
よ
う
な
ひ
ま

な
遊
戯
に
は
同
情
が
持
て
な
か
っ
た
の
で
、
君
も
悧り

巧こ
う

に
な
っ
た
ね
、
君
が
テ
ツ
さ
ん
に
昔
程
の
愛
を
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
な
ら
、
別
れ
る
ほ
か
は
あ
る

ま
い
、
と
汐
田
の
思
う
つ
ぼ
を
直

ち
よ
く

截せ
つ

に
言
っ
て
や
っ
た
。
汐
田
は
、
Ｂ
口
角
に
ま
ざ
ま
ざ
と
微
笑
を
ふ
く
め
て
、
し
か
し
、
と
考
え
込
ん
だ
。

そ
れ
か
ら
四
五
日
し
て
私
は
汐
田
か
ら
速
達
郵
便
を
受
け
取
っ
た
。
そ
の
葉
書
に
は
、
友
人
た
ち
の
忠
告
も
あ
り
、
お
互た

が
いの
将
来
の
た
め
に
テ
ツ
さ

ん
を
く
に
へ
返
す
、
あ
す
の
二
時
半
の
汽
車
で
帰
る
筈は

ず

だ
、
と
い
う
意
味
の
こ
と
が
ら
が
簡
単
に
認し

た
ため
ら
れ
て
い
た
。
私
は
頼
ま
れ
も
せ
ぬ
の
に
、
テ

ツ
さ
ん
を
見
送
っ
て
や
ろ
う
と
即
座
に
覚
悟
を
き
め
た
。
私
に
は
そ
ん
な
軽
は
ず
み
な
こ
と
を
し
が
ち
な
悲
し
い
習
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

あ
く
る
日
は
朝
か
ら
雨
が
降
っ
て
い
た
。

私
は
し
ぶ
る
妻
を
せ
き
た
て
て
、
一
緒
に
上
野
駅
へ
出
掛
け
た
。

一
〇
三
号
の
そ
の
列
車
は
、
つ
め
た
い
雨
の
中
で
黒
煙
を
吐
き
つ
つ
発
車
の
時
刻
を
待
っ
て
い
た
。
私
た
ち
は
列
車
の
窓
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
た
ん
ね

ん
に
捜
し
て
歩
い
た
。
テ
ツ
さ
ん
は
機
関
車
の
す
ぐ
隣
の
三
等
客
車
に
席
を
と
っ
て
い
た
。
三
四
年
ま
え
に
汐
田
の
紹
介
で
い
ち
ど
逢あ

っ
た
こ
と
が
あ

る
け
れ
ど
も
、
あ
れ
か
ら
見
る
と
顔
の
色
が
た
い
へ
ん
白
く
な
っ
て
、
頤あ

ご

の
あ
た
り
も
ふ
っ
く
り
と
ふ
と
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
テ
ツ
さ
ん
も
私
の

顔
を
忘
れ
ず
に
い
て
呉
れ
て
、
私
が
声
を
か
け
た
ら
、
す
ぐ
列
車
の
窓
か
ら
半
身
乗
り
出
し
て
嬉う

れ

し
そ
う
に
挨
拶
を
か
え
し
た
の
で
あ
る
。
私
は
テ
ツ

20253035
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さ
ん
に
妻
を
引
き
合あ

わ

せ
て
や
っ
た
。
私
が
わ
ざ
わ
ざ
妻
を
連
れ
て
来
た
の
は
妻
も
亦ま

た

テ
ツ
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
貧
し
い
育
ち
の
女
で
あ
る
か
ら
、
テ
ツ

さ
ん
を
慰
め
る
に
し
て
も
、
私
な
ど
よ
り
な
に
か
き
っ
と
適
切
な
態
度
や
言
葉
を
も
っ
て
す
る
に
ち
が
い
な
い
と
独
断
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
私
は
ま
ん
ま
と
裏
切
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
テ
ツ
さ
ん
と
妻
は
、
お
互
に
貴
婦
人
の
よ
う
な
お
辞
儀
を
無
言
で
取
り
交か

わ

し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
私

は
、
ま
の
わ
る
い
思
い
が
し
て
、
な
ん
の
符
号
で
あ
ろ
う
か
客
車
の
横
腹
へ
し
ろ
い
ペ
ン
キ
で
小
さ
く
書
か
れ
て
あ
るス

ハ
フ
 134273 

と
い
う
文
字

の
あ
た
り
を
こ
つ
こ
つ
と
洋
傘
の
柄
で
た
た
い
た
も
の
だ
。

テ
ツ
さ
ん
と
妻
は
天
候
に
つ
い
て
二
言
三
言
話
し
合
っ
た
。
そ
の
対
話
が
す
ん
で
了し

ま

う
と
、
み
ん
な
は
愈い

よ

々い
よ

手て

持も
ち

ぶ
さ
た
に
な
っ
た
。
テ
ツ
さ
ん

は
、
窓
縁
に
つ
つ
ま
し
く
並
べ
て
置
い
た
丸
い
十
本
の
指
を
矢や

た
ら鱈

に
か
が
め
た
り
伸
ば
し
た
り
し
な
が
ら
、
ひ
と
つ
処と

こ
ろを

じ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
の
で

あ
っ
た
。
Ｃ
私
は
そ
の
よ
う
な
光
景
を
見
て
居お

れ
な
か
っ
た
の
で
、
テ
ツ
さ
ん
の
と
こ
ろ
か
ら
こ
っ
そ
り
離
れ
て
、
長
い
プ
ラ
ッ
ト
フ
オ
ム
を
さ
ま
よ

い
歩
い
た
の
で
あ
る
。
列
車
の
下
か
ら
吐
き
出
さ
れ
る
ス
チ
イ
ム
が
冷
い
湯
気
と
な
っ
て
、
白
々
と
私
の
足
も
と
を
這は

い
廻ま

わ

っ
て
い
た
。

私
は
電
気
時
計
の
あ
た
り
で
立
ち
ど
ま
っ
て
、
列
車
を
眺
め
た
。
列
車
は
雨
で
す
っ
か
り
濡ぬ

れ
て
、
黝

あ
お
ぐ
ろく

光
っ
て
い
た
。

三
輛
目
の
三
等
客
車
の
窓
か
ら
、
思
い
切
り
首
を
さ
し
の
べ
て
五
、六
人
の
見
送
り
の
人
た
ち
へ
お
ろ
お
ろ
会え

釈し
や
くし

て
い
る
蒼あ

お

黒ぐ
ろ

い
顔
が
ひ
と
つ
見

え
た
。
そ
の
頃
日
本
で
は
他
の
或
る
国
と
戦
争
を
始
め
て
い
た
が
、
そ
れ
に
動
員
さ
れ
た
兵
士
で
あ
ろ
う
。
Ｄ
私
は
見
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
を
見
た
よ

う
な
気
が
し
て
、
窒
息
し
そ
う
に
胸
苦
し
く
な
っ
た
。

数
年
ま
え
私
は
或
る
思
想
団
体
に
い
さ
さ
か
で
も
関
係
を
持
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
の
ち
ま
も
な
く
見
映
え
の
せ
ぬ
申
し
わ
け
を
立
て
て
そ
の
団
体

と
別
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、
い
ま
、
こ
う
し
て
兵
士
を
眼
の
前
に
凝
視
し
、
ま
た
、
恥は

ず

か
し
め
ら
れ
汚
さ
れ
て
帰
郷
し
て
行
く
テ
ツ
さ
ん
を
眺

め
て
は
、
私
の
あ
ん
な
申
し
わ
け
が
立
つ
立
た
ぬ
ど
こ
ろ
で
な
い
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。

私
は
頭
の
上
の
電
気
時
計
を
振
り
仰
い
だ
。
発
車
ま
で
未ま

だ
三
分
ほ
ど
間
が
あ
っ
た
。
私
は
堪た

ま

ら
な
い
気
持
が
し
た
。
誰
だ
っ
て
そ
う
で
あ
ろ
う

が
、
見み

送お
く
り

人に
ん

に
と
っ
て
、
こ
の
発
車
前
の
三
分
間
ぐ
ら
い
閉
口
な
も
の
は
な
い
。
言
う
べ
き
こ
と
は
、
す
っ
か
り
言
い
つ
く
し
て
あ
る
し
、
た
だ
む

な
し
く
顔
を
見
合
せ
て
い
る
ば
か
り
な
の
で
あ
る
。
ま
し
て
今
の
こ
の
場
合
、
私
は
そ
の
言
う
べ
き
言
葉
さ
え
な
に
ひ
と
つ
考
え
つ
か
ず
に
い
る
で
は

な
い
か
。
妻
が
も
っ
と
才
能
の
あ
る
女
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
私
は
ま
だ
し
も
気
楽
な
の
で
あ
る
が
、
見
よ
、
妻
は
テ
ツ
さ
ん
の
傍わ

き

に
い
な
が
ら
、
む
く

40455055
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れ
た
よ
う
な
顔
を
し
て
先
刻
か
ら
黙
っ
て
立
ち
つ
く
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
私
は
思
い
切
っ
て
テ
ツ
さ
ん
の
窓
の
方
へ
あ
る
い
て
行
っ
た
。

発
車
が
間
近
い
の
で
あ
る
。
列
車
は
四
百
五
十
哩マ

イ
ルの
行
程
を
前
に
し
て
い
き
り
た
ち
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
オ
ム
は
色
め
き
渡
っ
た
。
私
の
胸
に
は
、
も
は

や
他
人
の
身
の
上
ま
で
思
い
や
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
余
裕
が
な
か
っ
た
の
で
、
テ
ツ
さ
ん
を
慰
め
る
の
に
「
災
難
」
と
い
う
無
責
任
な
言
葉
を
使
っ
た

り
し
た
。
し
か
し
、
妻
は
列
車
の
横
壁
に
か
か
っ
て
あ
る
青
い
鉄
札
の
、
水
玉
が
一
杯
つ
い
た
文
字
を
此こ

の

頃ご
ろ

習
い
た
て
の
た
ど
た
ど
し
い
智ち

識し
き

で
も
っ

て
、FO

R A
-O
-M
O
-RI 

と
ひ
く
く
読
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

（
注
）	

1　

三
等
客
車

―
当
時
、
鉄
道
の
客
車
に
は
一
等
か
ら
三
等
ま
で
の
等
級
が
存
在
し
た
。

	

2　

高
等
学
校

―
旧
制
高
等
学
校
。
標
準
的
な
修
業
年
齢
は
一
七
歳
か
ら
二
〇
歳
。 

	

3　

内
福

―
見
か
け
よ
り
内
実
の
裕
福
な
こ
と
。

60
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問
1　

傍
線
部
Ａ
「
そ
の
よ
う
な
愚
直
な
挿
話
さ
え
、
年
若
い
私
の
胸
を
異
様
に
轟
か
せ
た
も
の
だ
」
と
あ
る
が
、「
私
」
は
な
ぜ
胸
を
轟
か
せ
た
の

か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1

～
5

の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は　
　
　

。

1　

大
切
に
育
ん
で
き
た
恋
愛
を
反
対
さ
れ
、
父
親
と
初
め
て
激
し
い
口
論
を
し
て
興
奮
の
あ
ま
り
鼻
血
を
流
す
と
い
う
、
そ
の
真
摯
な
正
義

感
に
ひ
ど
く
感
動
し
た
か
ら
。

2　

純
粋
な
恋
愛
を
身
分
の
差
と
い
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
不
当
に
引
き
裂
こ
う
と
す
る
父
親
の
話
が
、
古
い
権
威
に
よ
る
横
暴
の
象
徴
の
よ
う

に
思
わ
れ
、
義
憤
に
駆
ら
れ
た
か
ら
。

3　

愛
し
合
っ
て
い
な
が
ら
親
か
ら
の
反
対
で
結
ば
れ
が
た
い
と
い
う
事
情
は
、
実
は
自
分
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
で
も
あ
り
、
そ
の
一
致
に

驚
き
と
心
か
ら
の
共
感
を
持
っ
た
か
ら
。

4　

家
柄
が
違
う
と
し
て
結
婚
を
反
対
さ
れ
な
が
ら
も
、
旧
弊
に
抗
あ
ら
が

っ
て
恋
の
情
熱
を
貫
く
と
い
っ
た
話
が
、
い
か
に
も
純
粋
で
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
な
も
の
に
思
わ
れ
た
か
ら
。

5　

幼
い
頃
か
ら
の
恋
心
を
そ
の
ま
ま
持
ち
続
け
、
親
に
反
対
さ
れ
な
が
ら
も
そ
れ
と
決
死
の
思
い
で
闘
っ
た
と
い
う
恋
愛
の
行
く
末
に
、
強

い
好
奇
心
を
か
き
立
て
ら
れ
た
か
ら
。
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問
2　

傍
線
部
Ｂ
「
口
角
に
ま
ざ
ま
ざ
と
微
笑
を
ふ
く
め
て
、
し
か
し
、
と
考
え
込
ん
だ
」
と
あ
る
が
、
こ
の
と
き
の
汐
田
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当

な
も
の
を
、
次
の
1

～
5

の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は　
　
　

。

1　

自
分
か
ら
で
は
な
く
人
か
ら
の
勧
め
で
恋
人
と
別
れ
る
と
い
う
こ
と
に
し
た
い
と
考
え
、
そ
う
言
う
で
あ
ろ
う
友
人
に
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
ま
ん
ま
と
別
れ
ろ
と
言
っ
て
く
れ
た
の
で
し
め
た
と
思
う
が
、
そ
れ
を
表
情
に
は
出
す
ま
い
と
し
て
い
る
。

2　

実
の
と
こ
ろ
別
れ
る
か
ど
う
か
迷
っ
て
い
た
と
こ
ろ
へ
別
れ
る
ほ
か
な
い
と
い
う
助
言
を
得
、
気
持
ち
が
決
ま
っ
て
ほ
っ
と
し
た
も
の

の
、
そ
れ
で
本
当
に
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
再
度
自
分
の
本
心
を
確
認
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

3　

は
じ
め
か
ら
別
れ
る
こ
と
を
決
め
て
い
た
自
分
の
気
持
ち
に
沿
う
応
答
を
聞
い
て
、
内
心
我
が
意
を
得
た
り
と
思
っ
て
い
る
が
、
表
向
き

は
あ
く
ま
で
自
分
を
思
い
上
京
し
て
き
た
恋
人
へ
の
誠
意
を
気
取
ろ
う
と
し
て
い
る
。

4　

恋
人
が
上
京
し
た
喜
び
と
感
激
で
別
れ
よ
う
と
し
て
い
た
心
が
揺
ら
い
で
い
た
が
、
事
情
を
知
る
友
人
に
背
中
を
押
し
て
も
ら
っ
た
こ
と

で
決
心
が
つ
き
、
こ
れ
か
ら
ど
う
や
っ
て
相
手
に
別
れ
を
切
り
出
そ
う
か
と
思
案
し
て
い
る
。

5　

別
れ
る
と
い
う
自
分
の
意
を
汲く

ん
で
く
れ
る
だ
ろ
う
と
予
測
し
た
上
で
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
友
人
は
そ
う
い
う
自
分
の
小
ず
る
さ
を
ほ
め

て
く
れ
た
と
思
い
得
意
に
な
っ
た
が
、
と
は
い
え
少
し
は
真
面
目
な
と
こ
ろ
も
見
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

2
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4文学的文章問題

問
3　

傍
線
部
Ｃ
「
私
は
そ
の
よ
う
な
光
景
を
見
て
居
れ
な
か
っ
た
の
で
、
テ
ツ
さ
ん
の
と
こ
ろ
か
ら
こ
っ
そ
り
離
れ
て
、
長
い
プ
ラ
ッ
ト
フ
オ
ム
を

さ
ま
よ
い
歩
い
た
の
で
あ
る
。」、
Ｄ
「
私
は
見
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
を
見
た
よ
う
な
気
が
し
て
、
窒
息
し
そ
う
に
胸
苦
し
く
な
っ
た
。」
と
あ
る

が
、
こ
の
「
私
」
の
思
い
に
は
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の

を
、
次
の
1

～
5

の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は　
　
　

。

1　

う
ま
く
立
ち
回
っ
た
り
小
ず
る
く
生
き
た
り
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
た
ち
を
い
た
ま
し
く
思
う
気
持
ち
。

2　

自
ら
に
ふ
り
か
か
る
運
命
を
ひ
た
す
ら
従
順
に
受
け
入
れ
る
だ
け
の
者
た
ち
に
対
す
る
否
み
が
た
い
嫌
悪
感
。

3　

周
り
の
人
の
好
意
に
そ
つ
な
く
応
じ
る
と
い
う
こ
と
の
で
き
な
い
不
器
用
な
者
た
ち
へ
の
共
感
。

4　

心
の
中
の
本
当
の
思
い
を
打
ち
明
け
る
す
べ
も
な
く
流
さ
れ
て
い
く
者
た
ち
を
苛
い
ら
だ

立
た
し
く
思
う
気
持
ち
。

5　

逆
境
に
置
か
れ
絶
望
の
淵ふ

ち

へ
と
沈
ん
で
い
く
者
た
ち
を
前
に
し
て
の
無
力
感
と
い
た
た
ま
れ
な
さ
。

3
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文学的文章問題 4

問
4　

こ
の
文
章
の
表
現
に
関
す
る
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1

～
5

の
う
ち
か
ら
二
つ
選
べ
。
た
だ
し
、
解
答
の
順
序
は
問
わ
な
い
。

解
答
番
号
は　
　
　

・　
　
　

。

1　

冒
頭
の
列
車
の
描
写
は
、
列
車
に
ま
つ
わ
る
感
情
を
あ
る
方
向
に
誘
導
し
、
後
半
に
展
開
さ
れ
る
物
語
の
山
場
に
お
け
る
舞
台
装
置
を
あ

ら
か
じ
め
設
定
し
て
お
く
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

2　

こ
の
物
語
は
基
本
的
に
「
私
」
の
視
点
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
17
行
目
「
汐
田
は
き
っ
と
永
久
に
私
か
ら
遠
の
い
て
了
う

つ
も
り
で
あ
っ
た
ら
し
い
」
の
よ
う
に
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
他
の
人
物
の
視
点
も
取
り
入
れ
ら
れ
、
物
語
に
立
体
感
を
与
え
て
い
る
。

3　

24
行
目
「
ど
う
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
？
」
や
26
行
目
「
し
か
し
」
は
汐
田
の
台
詞
で
あ
る
が
、「　

」
を
使
わ
ず
に
書
か
れ
て
い
る
の
は
、

そ
れ
が
汐
田
が
言
っ
た
こ
と
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
表
す
た
め
で
あ
る
。

4　

38
行
目
「
お
互
に
貴
婦
人
の
よ
う
な
お
辞
儀
を
無
言
で
取
り
交
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
」
に
お
け
る
「
貴
婦
人
の
よ
う
な
」
と
い
う
比
喩
は
、

妻
と
テ
ツ
さ
ん
が
思
わ
ぬ
上
品
さ
を
か
い
ま
み
せ
た
の
を
面
白
が
っ
て
い
る
主
人
公
の
気
持
ち
を
効
果
的
に
表
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

5　

55
行
目
「
見
よ
、
妻
は
テ
ツ
さ
ん
の
傍
に
い
な
が
ら
、
む
く
れ
た
よ
う
な
顔
を
し
て
先
刻
か
ら
黙
っ
て
立
ち
つ
く
し
て
い
る
の
で
あ
る
」

や
59
行
目
「
妻
は
列
車
の
横
壁
に
か
か
っ
て
あ
る
青
い
鉄
札
の
、
水
玉
が
一
杯
つ
い
た
文
字
を
此
頃
習
い
た
て
の
た
ど
た
ど
し
い
智
識
で

も
っ
て
、FO
R
A
-O
-M
O
-RI 

と
ひ
く
く
読
ん
で
い
た
の
で
あ
る
」
と
い
っ
た
妻
の
素
っ
気
な
い
様
子
は
、
飾
ら
な
い
だ
け
か
え
っ
て
テ

ツ
さ
ん
に
近
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

4

5
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4文学的文章問題

問
5　

Ａ
さ
ん
の
ク
ラ
ス
で
、「
列
車
」
に
つ
い
て
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
の
グ
ル
ー
プ
討
論
が
行
わ
れ
、
そ
こ
で
波
線
部
「
私
は
頼
ま
れ
も
せ
ぬ

の
に
、
テ
ツ
さ
ん
を
見
送
っ
て
や
ろ
う
と
即
座
に
覚
悟
を
き
め
た
。」
と
い
う
一
節
が
話
題
と
な
っ
た
。
Ａ
さ
ん
は
、
そ
こ
で
生
じ
た
疑
問
に
つ

い
て
、「
列
車
」
と
同
じ
短
編
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
葉
」
と
い
う
作
品
の
一
節
を
参
照
し
つ
つ
考
え
て
み
よ
う
と
思
い
、
そ
の
内
容
を
ノ
ー

ト
に
ま
と
め
た
。
次
に
示
す
の
は
、
討
論
の
中
で
の
【
Ａ
さ
ん
と
Ｂ
さ
ん
の
や
り
と
り
】
と
、【「
葉
」
の
一
節
】
お
よ
び
【
Ａ
さ
ん
の
ノ
ー
ト
】

で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
後
の
ⅰ
～
ⅲ
の
問
い
に
答
え
よ
。

　
　
【
Ａ
さ
ん
と
Ｂ
さ
ん
の
や
り
と
り
】

　
　

Ａ
さ
ん
─
─�

一
言
で
言
え
ば
、
汐
田
を
信
じ
て
は
る
ば
る
東
京
ま
で
や
っ
て
き
た
の
に
、
た
だ
汐
田
に
も
て
あ
そ
ば
れ
る
だ
け
の
結
果
に
な
っ

た
テ
ツ
さ
ん
へ
の
同
情
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
だ
機
関
車
の
時
代
で
、
情
報
だ
っ
て
今
の
よ
う
で
は
な
い
か
ら
、

青
森
か
ら
東
京
に
出
て
く
る
と
い
う
の
は
、
私
た
ち
が
海
外
に
行
く
の
よ
り
も
は
る
か
に
思
い
切
っ
た
こ
と
か
も
し
れ
な
い
し
、

そ
う
い
う
テ
ツ
さ
ん
の
気
持
ち
を
考
え
る
と
、「
私
」
じ
ゃ
な
く
て
も
、
テ
ツ
さ
ん
は
哀
れ
で
す
ね
。

　
　

Ｂ
さ
ん
─
─�

そ
う
い
う
意
味
で
の
同
情
や
思
い
や
り
が
根
底
に
あ
る
の
は
確
か
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
せ
め
て
自
分
だ
け
で
も
軽
ん
じ
ら
れ

た
テ
ツ
さ
ん
を
大
切
に
扱
お
う
と
い
う
気
に
な
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
。
で
も
、
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
の
は
そ
の
直
後
に
あ
る
「
私
に

は
そ
ん
な
軽
は
ず
み
な
こ
と
を
し
が
ち
な
悲
し
い
習
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
一
文
で
す
。「
軽
は
ず
み
」
と
い
う
の
は
、

こ
の
後
に
展
開
す
る
見
送
り
の
場
面
を
み
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
実
際
に
は
た
い
し
た
こ
と
も
で
き
な
い
の
に
思
い
つ
き
で
動
く
、

と
い
っ
た
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、「
悲
し
い
習
性
」
と
い
う
の
は
、「
私
」
は
し
ば
し
ば
こ
う
い
う
心
の
動
か
し
方
を
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
を
自
分
で
「
悲
し
い
」
と
思
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

　
　

Ａ
さ
ん
─
─�

た
し
か
に
気
に
な
り
ま
す
ね
。
す
ぐ
に
は
答
え
が
出
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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文学的文章問題 4

　
　
【「
葉
」
の
一
節
】

　

空
の
蒼あ
お

く
晴
れ
た
日
な
ら
ば
、
ね
こ
は
ど
こ
か
ら
か
や
っ
て
来
て
、
庭
の
山さ

茶ざ
ん

花か

の
し
た
で
居
眠
り
し
て
い
る
。
洋
画
を
か
い
て
い
る
友

人
は
、
ペ
ル
シ
ャ
で
な
い
か
、
と
私
に
聞
い
た
。
私
は
、
す
て
ね
こ
だ
ろ
う
、
と
答
え
て
置
い
た
。
ね
こ
は
誰
に
も
な
つ
か
な
か
っ
た
。
あ

る
日
、
私
が
朝
食
の
鰯い

わ
しを

焼
い
て
い
た
ら
、
庭
の
ね
こ
が
も
の
う
げ
に
泣
い
た
。
私
も
縁
側
へ
で
て
、
に
ゃ
あ
、
と
言
っ
た
。
ね
こ
は
起
き

あ
が
り
、
静
か
に
私
の
ほ
う
へ
歩
い
て
来
た
。
私
は
鰯
を
一
尾
な
げ
て
や
っ
た
。
ね
こ
は
逃
げ
腰
を
つ
か
い
な
が
ら
も
た
べ
た
の
だ
。
私
の

胸
は
浪な

み

う
っ
た
。
わ
が
恋
は
容い

れ
ら
れ
た
り
。
ね
こ
の
白
い
毛
を
撫な

で
た
く
思
い
、
庭
へ
お
り
た
。
背
中
の
毛
に
ふ
れ
る
や
、
ね
こ
は
、
私

の
小
指
の
腹
を
骨
ま
で
か
り
り
と
嚙か

み
裂
い
た
。

�

太
宰
治
「
葉
」（
一
九
三
四
年
発
表
、
短
編
集
『
晩
年
』（
一
九
三
六
年
刊
）
に
収
録
）
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4文学的文章問題

　
　
【
Ａ
さ
ん
の
ノ
ー
ト
】

●
Ｂ
さ
ん
と
の
や
り
と
り
で
生
じ
た
疑
問

　

・　
　
　
　

Ｘ　
　
　
　

 

を
、「
悲
し
い
習
性
」
と
言
う
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　
　
　
　

↓

●「
葉
」
の
内
容

　

・�「
私
」
が
投
げ
て
や
っ
た
鰯
を
「
ね
こ
」
が
た
べ
た
こ
と
で
、「
私
」
は
「
わ
が
恋
は
容
れ
ら
れ
た
り
」
と
感
じ
た
が
、
ね
こ
の
白
い
毛

を
撫
で
よ
う
と
背
中
の
毛
に
ふ
れ
た
と
た
ん
、
ね
こ
は
「
私
」
の
指
を
嚙
み
裂
い
た
。

●「
列
車
」
の
内
容

　

・�「
妻
」
に
は
テ
ツ
さ
ん
と
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
、
テ
ツ
さ
ん
を
う
ま
く
慰
め
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
連
れ
て
行
っ
た
が
、
思
っ
た

通
り
の
結
果
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

・�

テ
ツ
さ
ん
を
慰
め
る
つ
も
り
で
、「
災
難
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
り
し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

↓

●「
疑
問
」
へ
の
答
え

　

・�「
私
」
が
他
者
の
内
面
を
お
し
は
か
ろ
う
と
す
る
と
き
、
そ
れ
は
し
ば
し
ば 　
　

Ｙ　
　

 

に
な
り
が
ち
で
あ
り
、
他
者
に
寄
せ
る
思

い
が
、
た
と
え 　
　
　
　

Ｚ　
　
　
　

 

が
ゆ
え
に
、 「
悲
し
い
習
性
」
だ
と
感
じ
る
の
で
あ
る
。sam
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文学的文章問題 4

　
　

ⅰ　

空
欄

Ｘ

に
入
る
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1

～
5

の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は　
　
　

。

1　

結
果
を
か
え
り
み
ず
大
胆
に
行
動
し
た
テ
ツ
さ
ん
の
勇
気

2　

テ
ツ
さ
ん
へ
の
同
情
や
思
い
や
り
に
発
す
る
自
分
の
行
動

3　

親
し
い
人
を
特
別
扱
い
し
よ
う
と
す
る
普
遍
的
な
人
間
心
理

4　

自
分
が
と
も
す
れ
ば
軽
は
ず
み
な
行
動
を
し
が
ち
で
あ
る
こ
と

5　

楽
観
と
悲
観
の
間
で
い
く
ど
も
揺
れ
動
い
た
心
の
あ
り
よ
う

　
　

ⅱ　

空
欄

Ｙ

に
入
る
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1

～
5

の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は　
　
　

。

1　

情
緒
的
な
判
断

2　

主
観
的
な
思
い
入
れ

3　

利
己
的
な
優
し
さ

4　

理
知
的
な
計
略

5　

一
方
的
な
わ
が
ま
ま

　
　

ⅲ　

空
欄

Ｚ

に
入
る
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1

～
5

の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は　
　
　

。

1　

自
分
に
対
し
て
正
直
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
自
分
を
幸
福
に
す
る
と
は
限
ら
な
い

2　

相
手
に
と
っ
て
も
幸
せ
な
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
相
手
が
そ
う
感
じ
る
わ
け
で
は
な
い

3　

自
分
の
善
意
か
ら
発
し
た
こ
と
だ
と
し
て
も
、
相
手
に
は
迷
惑
で
し
か
な
い

4　

相
手
の
た
め
と
思
っ
て
の
こ
と
だ
と
し
て
も
、
結
果
的
に
自
分
の
利
益
に
し
か
な
ら
な
い

5　

自
分
と
し
て
は
親
愛
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
相
手
に
は
必
ず
し
も
通
じ
な
い

678
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4文学的文章問題

「
列
車
」

出
典

　

太
宰
治
「
列
車
」
の
全
文
、
お
よ
び
（
問
5
引
用
文
）
太
宰
治
「
葉
」
の
一
節
（
と
も

に
短
編
集
『
晩
年
』
に
収
録
）。
新
潮
文
庫
『
晩
年
』
所
収
の
本
文
を
底
本
と
し
た
。
な

お
、
出
題
に
際
し
、
省
略
、
ル
ビ
を
追
加
し
た
箇
所
が
あ
る
。

　

太だ
ざ
い宰
治お
さ
む
は
、
昭
和
の
小
説
家
。
本
名
は
津
島
修
治
。
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
、

青
森
県
北
津
軽
郡
金
木
村
に
生
ま
れ
る
。
生
家
は
県
下
屈
指
の
大
地
主
。
一
九
三
〇
（
昭

和
五
）
年
、
東
京
帝
国
大
学
仏
文
科
に
入
学
。
そ
の
頃
か
ら
左
翼
非
合
法
運
動
に
関
係
す

る
が
、
後
、
運
動
か
ら
脱
落
。
生
家
と
の
葛
藤
、
過
敏
な
自
意
識
、
社
会
や
人
間
関
係
へ

の
不
調
和
、
新
進
作
家
と
し
て
の
苦
闘
等
々
、
様
々
な
苦
悩
の
交
錯
す
る
中
、
数
度
の

心
中
・
自
殺
未
遂
を
繰
り
返
し
、
つ
い
に
は
薬
物
依
存
の
た
め
強
制
入
院
さ
せ
ら
れ
る
。

東
大
中
退
。
こ
の
間
に
書
か
れ
た
作
品
を
集
め
た
の
が
、
第
一
創
作
集
『
晩
年
』（
昭
和

一
一
）
で
あ
る
。
そ
の
後
、
師
事
し
て
い
た
作
家
井
伏
鱒
二
の
世
話
も
あ
り
、
戦
争
が
次

第
に
本
格
化
す
る
中
、
新
し
く
家
庭
を
得
て
地
道
で
安
定
し
た
創
作
活
動
を
開
始
。「
富

嶽
百
景
」（
昭
和
一
四
）、「
駆
込
み
訴
え
」（
昭
和
一
五
）、「
走
れ
メ
ロ
ス
」（
同
）、「
東

京
八
景
」（
昭
和
一
六
）、「
右
大
臣
実
朝
」（
昭
和
一
七
）、「
津
軽
」（
昭
和
一
九
）、「
お

伽
草
紙
」（
昭
和
二
〇
）
な
ど
を
書
き
継
ぐ
。
戦
後
は
、
戦
中
に
抑
え
ら
れ
て
い
た
現
代

の
社
会
や
人
間
が
は
ら
む
矛
盾
、
そ
れ
へ
の
異
議
申
し
立
て
、
そ
こ
か
ら
敗
れ
去
っ
て
い

く
者
の
真
実
な
ど
を
鮮
烈
に
描
き
、
多
く
の
共
感
者
を
得
る
。「
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
妻
」（
昭
和

二
二
）、「
斜
陽
」（
同
）、「
桜
桃
」（
昭
和
二
三
）、「
人
間
失
格
」（
同
）、
な
ど
。
し
か

し
、
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
六
月
一
三
日
深
更
、
一
人
の
女
性
と
玉
川
上
水
に
入

水
、
太
宰
三
九
歳
の
誕
生
日
で
あ
る
一
九
日
、
遺
体
が
発
見
さ
れ
た
。

問
題
文
の
解
説

　

本
文
は
、
第
一
の
場
面
〔
冒
頭
～
８
行
目
〕、
第
二
の
場
面
〔
９
行
目
～
29
行
目
〕、
第

三
の
場
面
〔
30
行
目
～
末
尾
〕
の
三
つ
の
部
分
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
各
部

分
の
話
の
要
点
と
、
主
人
公
を
中
心
に
登
場
人
物
の
心
情
の
動
き
を
確
認
し
て
い
く
こ
と

に
す
る
。

《
第
一
の
場
面　

列
車
〔
冒
頭
～
８
行
目
〕》

こ
の
小
説
は
上
野
―
青
森
間
の
列
車
の
説
明
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
車
両
編
成
な
ど

の
具
体
的
な
紹
介
が
続
く
、
そ
の
長
い
一
文
の
終
盤
近
く
に
な
っ
て
、
こ
の
列
車
に
あ
る

情
調
が
付
与
さ
れ
る
。「
幾
多
の
胸
痛
む
物
語
と
を
載
せ
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
「
物

語
」
は
「
万
歳
の
叫
喚
で
送
ら
れ
た
り
」（
徴
兵
な
ど
に
よ
る
別
れ
）、「
手
巾
で
名
残
を

惜
ま
れ
た
り
」（
親
し
い
者
と
の
惜
別
）、「
嗚
咽
で
も
っ
て
不
吉
な
餞
を
受
け
る
」（
死
別

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
よ
う
な
別
れ
）、
つ
ま
り
〈
別
離
〉
の
物
語
で
あ
る
。
こ
の
小
説

で
は
「
列
車
」
は
そ
う
い
う
「
幾
万
人
の
愛
情
を
引
き
裂
」
く
〈
別
離
〉
の
媒
体
と
し
て

性
格
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
「
列
車
」
は
《
第
三
の
場
面
》
に
登
場
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
右
の
よ
う
に

性
格
づ
け
て
冒
頭
に
置
き
、「
げ
ん
に
私
が
此
の
列
車
の
た
め
、
ひ
ど
く
か
ら
い
目
に
遭

わ
さ
れ
た
」
と
語
る
こ
と
で
、
読
者
の
興
味
を
物
語
へ
と
誘
導
し
て
い
る
。

そ
れ
は
「
つ
い
昨
年
の
冬
」
の
話
で
あ
り
、「
国
元
」
す
な
わ
ち
青
森
へ
の
列
車
に
乗
っ

た
の
は
「
テ
ツ
さ
ん
」、
テ
ツ
さ
ん
を
東
京
か
ら
送
り
か
え
し
た
の
は
「
汐
田
」
で
あ
る
。

設 問 配点 解答
番号 正 解 自己

採点欄

1 7 1 4

2 8 2 3

3 8 3 1

4 各 5
4

5
1-5

5

ⅰ 4 6 2

ⅱ 4 7 2

ⅲ 4 8 5

小　　　計 4／5点
＊ �-（ハイフン）でつながれた正解は、順序

を問わない。

解
答
・
配
点
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ple



─ 60 ─

4文学的文章問題

《
第
二
の
場
面　

汐
田
と
テ
ツ
さ
ん
〔
９
行
目
～
29
行
目
〕》

　

汐
田
と
テ
ツ
さ
ん
は
「
同
じ
郷
里
で
幼
い
と
き
か
ら
の
仲
」
で
あ
り
、
二
人
は
結
婚
す

る
つ
も
り
で
い
た
。
し
か
し
、
裕
福
な
汐
田
の
家
で
は
貧
し
い
育
ち
の
テ
ツ
さ
ん
と
の
結

婚
を
許
さ
ず
、
汐
田
は
自
分
の
父
親
と
何
度
も
烈
し
く
口
論
し
た
。「
そ
の
最
初
の
喧
嘩

の
際
、
汐
田
は
卒
倒
せ
ん
許
り
に
興
奮
し
て
、
し
ま
い
に
、
滴
々
と
鼻
血
を
流
し
た
」
と

い
う
の
だ
か
ら
、
汐
田
は
こ
の
当
時
（
旧
制
高
等
学
校
の
学
生
時
代
）
は
テ
ツ
さ
ん
と
の

恋
愛
や
結
婚
に
対
し
て
い
た
っ
て
本
気
で
あ
り
、真
摯
な
情
熱
も
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
私
」
が
汐
田
の
「
そ
の
よ
う
な
愚
直
な
挿
話
」（
今
か
ら
思
え
ば
た
わ
い
の
な
い
挿
話
）

に
さ
え
「
胸
を
異
様
に
轟
か
せ
た
」
の
は
、
家
柄
・
家
格
と
い
っ
た
旧
弊
や
父
親
の
権
威

と
い
っ
た
、（
当
時
と
し
て
は
）
抗
い
が
た
い
も
の
に
抗
っ
て
も
恋
を
貫
く
と
い
う
話
が
、

「
年
若
い
」
自
分
に
い
か
に
も
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
に
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。（
→
問
1
）

　

私
も
汐
田
も
高
等
学
校
を
卒
業
し
、
東
京
の
大
学
へ
入
っ
た
が
、
そ
の
後
、「
困
難
な

と
し
つ
き
」
を
送
る
私
と
「
の
う
の
う
と
暮
」
す
汐
田
と
は
環
境
も
思
想
も
著
し
く
離
反

し
、
以
前
の
よ
う
な
む
つ
ま
じ
い
交
渉
も
な
い
ま
ま
に
三
年
が
経
過
し
た
。

　

そ
の
三
年
目
の
冬
、
突
然
、
汐
田
が
私
の
家
を
訪
れ
、
テ
ツ
さ
ん
の
上
京
を
告
げ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、「
テ
ツ
さ
ん
は
汐
田
の
卒
業
を
待
ち
兼
ね
て
、
ひ
と
り
で
東
京
へ
逃
げ

て
来
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

三
年
前
の
私
な
ら
そ
の
恋
の
物
語
に
胸
轟
か
す
と
こ
ろ
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
人
の
女

と
結
婚
し
て
い
て
も
う
「
そ
ん
な
若
や
い
だ
気
持
を
次
第
に
う
し
な
い
か
け
て
い
た
」
私

に
は
、
む
し
ろ
、
縁
を
切
っ
て
し
ま
お
う
と
し
て
い
た
旧
友
に
わ
ざ
わ
ざ
そ
ん
な
こ
と
を

言
い
に
来
る
汐
田
の
「
底
意
」
が
透
け
て
見
え
る
。
そ
れ
は
一
人
の
女
が
自
分
に
恋
焦
が

れ
、
故
郷
を
捨
て
て
出
奔
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
友
人
た
ち
に
言
い
ふ
ら
し
、
男
と
し

て
の
自
尊
心
を
満
足
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
汐
田
は
テ
ツ
さ
ん
の
出
奔
に
狂
喜
し

感
激
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
自
尊
心
を
満
た
さ
れ
て
有
頂
天
に
な
っ
て
の
も
の
だ
と
い
う

こ
と
な
ら
、
テ
ツ
さ
ん
は
汐
田
の
自
尊
心
の
た
め
に
故
郷
を
捨
て
た
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
テ
ツ
さ
ん
は
切
羽
詰
ま
っ
た
切
実
な
思
い
で
東
京
へ
出
て
き
た
は
ず
で
あ
る
。
だ
か

ら
、
私
は
汐
田
の
有
頂
天
を
不
愉
快
に
感
じ
、「
彼
の
テ
ツ
さ
ん
に
対
す
る
真
実
を
疑
い

さ
え
」
す
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
「
疑
惑
は
無
残
に
も
的
中
」
し
て
い
る
。
も
し
、
汐
田
が
テ
ツ
さ
ん
を

以
前
の
よ
う
に
真
摯
に
思
い
続
け
、
父
親
に
逆
ら
っ
た
時
の
よ
う
な
気
持
ち
で
い
る
な

ら
、
そ
の
ま
ま
テ
ツ
さ
ん
を
受
け
止
め
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
を
自
明
と
す
る
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
汐
田
は
小
声
で
「
ど
う
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
？
」
と
相
談
を
持
ち
か
け
て
き
た
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
散
々
有
頂
天
に
話
し
た
後
で
声
を
潜
め
て
〈
ど
う
し
た
も
の
か
？
〉

と
言
う
の
で
あ
る
。
自
尊
心
の
満
足
と
は
別
に
、
テ
ツ
さ
ん
そ
の
人
へ
の
気
持
ち
の
方
向

は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
テ
ツ
さ
ん
の
思
い
を
受
け
と
め
、
彼
女
の
か
ね
て
か
ら
の
念
願

通
り
一
緒
に
生
き
よ
う
な
ど
と
い
う
気
は
な
い
の
で
あ
る
。「
眉
間
に
皺
を
寄
せ
て
」
深

刻
そ
う
に
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ポ
ー
ズ
で
あ
り
、「
ど
う
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
？
」
は

答
え
の
決
ま
っ
て
い
る
問
い
に
す
ぎ
な
い
。
汐
田
は
い
わ
ば
〈
モ
テ
て
困
っ
て
い
る
〉
自

分
に
酔
い
た
い
だ
け
で
あ
る
。
私
は
そ
ん
な
「
ひ
ま
な
遊
戯
」
に
乗
る
気
に
は
な
れ
な

い
。
だ
か
ら
、
汐
田
の
も
っ
た
い
ぶ
っ
た
心
の
内
を
暴
露
す
べ
く
「
汐
田
の
思
う
つ
ぼ
を

直
截
に
言
っ
て
や
」
る
。「
君
も
悧
巧
に
な
っ
た
ね
、
君
が
テ
ツ
さ
ん
に
昔
程
の
愛
を
感

じ
ら
れ
な
か
っ
た
な
ら
、
別
れ
る
ほ
か
は
あ
る
ま
い
」。

　

し
か
し
、
汐
田
は
こ
の
私
の
暴
露
に
対
し
悪
び
れ
る
様
子
は
な
い
。「
君
が
テ
ツ
さ
ん

に
昔
程
の
愛
を
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
な
ら
、
別
れ
る
ほ
か
は
あ
る
ま
い
」
と
い
う
私
の
答

え
を
聞
い
て
「
口
角
に
ま
ざ
ま
ざ
と
微
笑
を
ふ
く
め
て
」
い
る
の
は
、
そ
れ
が
ま
さ
に
我

が
意
を
得
た
り
と
い
っ
た
も
の
だ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
そ
の
直
後
の
「
し
か
し
、
と
考
え

込
ん
だ
」
と
い
う
の
は
〈
し
か
し
、
テ
ツ
さ
ん
と
の
約
束
を
思
う
と
そ
れ
で
い
い
の
だ
ろ

う
か
〉
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
が
、「
口
角
に
ま
ざ
ま
ざ
と

0

0

0

0

0

微
笑
を
ふ
く
め
」
と
い
う
表
情

の
明
度
を
見
る
限
り
、「
別
れ
る
」
の
が
本
意
で
、「
考
え
込
ん
だ
」
の
は
ポ
ー
ズ
で
あ
ろ

う
。（
→
問
2
）

　

四
五
日
し
て
、
案
の
定
、
汐
田
は
テ
ツ
さ
ん
を
「
く
に
へ
返
す
」
と
速
達
で
知
ら
せ
て

く
る
。
そ
こ
に
「
あ
す
の
二
時
半
の
汽
車
で
帰
る
筈
だ
」
と
書
い
て
あ
り
、「
私
は
頼
ま

れ
も
せ
ぬ
の
に
、
テ
ツ
さ
ん
を
見
送
っ
て
や
ろ
う
と
即
座
に
覚
悟
を
き
め
」
る
。

　

私
は
自
分
に
は
「
そ
ん
な
軽
は
ず
み
な
こ
と
を
し
が
ち
な
悲
し
い
習
性
が
あ
っ
た
の
で

あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
の
「
テ
ツ
さ
ん
を
見
送
っ
て
や
ろ
う
と
即
座
に
覚
悟
を
き

め
た
」
と
い
う
心
情
は
、
思
い
余
っ
て
遠
い
郷
里
か
ら
見
も
知
ら
ぬ
東
京
へ
出
て
き
た
気

持
ち
が
ま
っ
た
く
蔑

な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
、
捨
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
あ
っ
け
な
く
帰
さ
れ
る
こ
と

を
思
う
と
、
テ
ツ
さ
ん
の
存
在
が
あ
ま
り
に
軽
く
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、

sam
ple
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そ
れ
な
ら
自
分
だ
け
で
も
テ
ツ
さ
ん
を
大
切
に
扱
い
た
い
と
い
う
思
い
に
発
す
る
も
の
だ

ろ
う
。（
付
け
加
え
て
言
え
ば
、
私
が
「
別
れ
る
ほ
か
は
あ
る
ま
い
」
と
言
っ
た
の
は
、
汐

田
が
す
で
に
そ
う
心
決
め
に
し
て
い
る
こ
と
を
悟
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
時
点
で
テ
ツ

さ
ん
の
存
在
が
蔑
ろ
に
さ
れ
る
こ
と
を
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。）

《
第
三
の
場
面　

見
送
り
〔
30
行
目
～
末
尾
〕》

　

朝
か
ら
雨
の
翌
日
、
私
は
し
ぶ
る
妻
を
せ
き
た
て
て
、
一
緒
に
上
野
駅
に
テ
ツ
さ
ん
を

見
送
り
に
行
く
。
妻
を
連
れ
て
出
た
の
は
「
妻
も
亦
テ
ツ
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
貧
し
い
育

ち
の
女
で
あ
る
か
ら
、
テ
ツ
さ
ん
を
慰
め
る
に
し
て
も
、
私
な
ど
よ
り
な
に
か
き
っ
と
適

切
な
態
度
や
言
葉
を
も
っ
て
す
る
に
ち
が
い
な
い
と
独
断
し
た
か
ら
」
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
期
待
は
は
ず
れ
る
。
二
人
は
「
お
互
に
貴
婦
人
の
よ
う
な
お
辞
儀
を
無
言
で
取

り
交
し
た
だ
け
」
と
な
る
。

　

こ
の
私
の
思
い
の
空
回
り
は
、
こ
の
場
面
に
も
う
一
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は

テ
ツ
さ
ん
が
意
外
に
元
気
そ
う
な
こ
と
で
あ
る
。「
あ
れ
か
ら
見
る
と
顔
の
色
が
た
い
へ

ん
白
く
な
っ
て
、
頤
の
あ
た
り
も
ふ
っ
く
り
と
ふ
と
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
」。
つ
ま
り
、

テ
ツ
さ
ん
は
三
、四
年
前
に
郷
里
で
会
っ
た
と
き
よ
り
も
健
康
そ
う
で
あ
り
、
ま
た
、「
私

が
声
を
か
け
た
ら
、
す
ぐ
列
車
の
窓
か
ら
半
身
乗
り
出
し
て
嬉
し
そ
う
に
挨
拶
を
か
え
し

た
の
で
あ
る
」。
内
心
は
と
も
あ
れ
、
傷
心
に
沈
ん
で
い
る
様
子
で
は
な
い
。

　

テ
ツ
さ
ん
と
妻
は
天
候
に
つ
い
て
二
言
三
言
話
し
、
そ
れ
が
終
わ
る
と
、
皆
話
す
こ
と

が
な
く
な
り
、「
テ
ツ
さ
ん
は
、
窓
縁
に
つ
つ
ま
し
く
並
べ
て
置
い
た
丸
い
十
本
の
指
を

矢
鱈
に
か
が
め
た
り
伸
ば
し
た
り
し
な
が
ら
、
ひ
と
つ
処
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
」。

私
の
思
う
テ
ツ
さ
ん
は
汐
田
に
「
恥
か
し
め
ら
れ
汚
さ
れ
て
帰
郷
し
て
行
く
」
女
性
で
あ

る
。
私
は
そ
の
存
在
を
せ
つ
な
く
感
じ
る
。
本
当
は
テ
ツ
さ
ん
が
こ
こ
で
何
を
思
っ
て
い

る
か
は
わ
か
ら
な
い
の
だ
が
、
私
に
と
っ
て
は
こ
の
た
だ
発
車
を
待
つ
だ
け
の
姿
が
い
た

ま
し
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
私
は
そ
の
よ
う
な
光
景
を
見
て
居
れ
」
ず
、「
テ
ツ
さ
ん

の
と
こ
ろ
か
ら
こ
っ
そ
り
離
れ
て
、
長
い
プ
ラ
ッ
ト
フ
オ
ム
を
さ
ま
よ
い
歩
」
く
。

　

そ
の
歩
い
た
先
で
、
私
は
あ
る
国
（
中
国
）
と
の
戦
争
に
動
員
さ
れ
た
兵
士
が
「
三
輛

目
の
三
等
客
車
の
窓
か
ら
、
思
い
切
り
首
を
さ
し
の
べ
て
五
、六
人
の
見
送
り
の
人
た
ち

へ
お
ろ
お
ろ
会
釈
し
て
い
る
」
光
景
を
目
に
す
る
。
こ
の
時
「
私
は
見
る
べ
か
ら
ざ
る
も

の
を
見
た
よ
う
な
気
が
し
て
、
窒
息
し
そ
う
に
胸
苦
し
く
な
」
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
た
ぶ
ん
、
単
に
戦
地
へ
と
赴
く
兵
士
だ
か
ら
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。

見
送
ら
れ
て
「
お
ろ
お
ろ
会
釈
し
て
い
る
」
兵
士
の
「
お
ろ
お
ろ
」
は
、
自
分
に
降
り
か

か
る
事
態
に
翻
弄
さ
れ
、
そ
れ
を
抗
い
も
な
ら
ず
に
引
き
受
け
て
生
き
る
者
の
存
在
の
表

情
で
あ
る
。
心
な
ら
ず
も
「
三
等
客
車
」
に
人
生
を
運
ば
れ
て
い
く
者
の
存
在
が
私
に
は

そ
う
見
え
る
。
彼
は
降
り
か
か
る
事
態
に
対
し
て
う
ま
く
立
ち
回
っ
た
り
、
小
ず
る
く
生

き
た
り
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
申
し
わ
け
も
申
し
立
て
も
し
な
い
。
私
は
そ
う
い
う

者
を
い
た
ま
し
く
も
、
ま
た
、
そ
う
い
う
者
を
前
に
し
て
い
た
た
ま
れ
な
く
も
思
う
の
で

あ
る
。

　

テ
ツ
さ
ん
に
対
す
る
感
情
も
ま
た
そ
れ
と
相
同
で
あ
る
。「
い
ま
、
こ
う
し
て
兵
士
を

眼
の
前
に
凝
視
し
、
ま
た
、
…
…
テ
ツ
さ
ん
を
眺
め
て
は
、
私
の
あ
ん
な
申
し
わ
け
が
立

つ
立
た
ぬ
ど
こ
ろ
で
な
い
と
思
っ
た
の
で
あ
る
」。（
→
問
3
）

　

い
よ
い
よ
発
車
三
分
前
と
な
り
、
テ
ツ
さ
ん
に
何
か
言
っ
て
や
り
た
い
が
、
そ
の
言
葉
も

考
え
つ
か
ず
、
ま
た
、
助
け
に
な
る
か
と
思
っ
た
妻
も
黙
っ
て
立
ち
つ
く
し
て
お
り
、
し
か

た
な
く
私
は
テ
ツ
さ
ん
の
窓
の
方
へ
近
づ
い
て
、
発
車
間
際
、
と
に
か
く
慰
め
よ
う
と
言

葉
を
か
け
る
。
慎
重
に
言
葉
を
選
ぶ
余
裕
も
な
く
〈「
災
難
」
だ
と
思
っ
て
…
〉
と
い
っ
た

不
用
意
な
言
葉
を
使
っ
た
り
し
て
ま
ご
つ
く
が
、
妻
は
そ
ん
な
私
を
よ
そ
に
「
列
車
の
横

壁
に
か
か
っ
て
あ
る
青
い
鉄
札
の
、
水
玉
が
一
杯
つ
い
た
文
字
を
此
頃
習
い
た
て
の
た
ど
た

ど
し
い
智
識
で
も
っ
て
、FO

R A
-O

-M
O

-RI

と
ひ
く
く
読
ん
で
い
た
の
で
あ
る
」。

　

や
は
り
私
だ
け
が
あ
た
ふ
た
し
て
い
る
感
が
あ
る
。
私
が
思
う
よ
う
に
は
妻
も
テ
ツ
さ

ん
自
身
も
い
た
ま
し
い
と
い
う
感
情
を
共
有
し
な
い
。
そ
れ
は
現
実
と
い
う
も
の
へ
の
彼

女
ら
の
感
度
で
あ
り
、
従
順
さ
で
あ
る
。
テ
ツ
さ
ん
に
つ
い
て
言
う
な
ら
、
端
か
ら
見
れ

ば
残
酷
と
も
言
え
る
現
実
に
流
さ
れ
て
い
く
こ
と
へ
の
従
順
さ
で
あ
り
、
そ
れ
は
そ
の
ま

ま
こ
の
「
列
車
」
に
運
ば
れ
て
い
く
こ
と
へ
の
従
順
さ
で
あ
る
。
私
は
、
そ
う
い
う
者
た

ち
を
い
た
ま
し
く
思
い
、
そ
の
い
た
ま
し
さ
に
お
い
て
、
そ
の
存
在
を
い
と
お
し
く
思
う

の
で
あ
る
。

sam
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4文学的文章問題

設
問
の
解
説

問
1

問
2

問
3

問
4

問
5

統
合
・
解
釈
統
合
・
解
釈
統
合
・
解
釈

熟
考
・
評
価

構
成
・
表
現

問
1

正解

4

　

部
分
の
記
述
に
基
づ
き
登
場
人
物
の
心
理
を
読
み
解
く
統
合
・
解
釈
。

　

問
題
文
の
解
説

《
第
二
の
場
面
》
の
最
初
の
部
分
で
解
説
し
た
通
り
で
あ
る
。
正
解

は
4
。
20
行
目
に
「
そ
の
こ
ろ
に
は
……

い
ま
さ
ら
汐
田
の
そ
の
出
来
事
に
胸
を
と
き
め

か
す
よ
う
な
、
そ
ん
な
若
や
い
だ
気
持
を
次
第
に
う
し
な
い
か
け
て
い
た
」
と
あ
る
の
を
裏

返
せ
ば
、
傍
線
部
Ａ
は
〈
か
つ
て
の
自
分
が
抱
い
た
、
テ
ツ
さ
ん
と
汐
田
と
の
恋
愛
に
「
胸

を
と
き
め
か
す
……

若
や
い
だ
気
持
」〉
を
示
す
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
傍
線
部
Ａ

の
「
胸
を
……

轟
か
」
す
が
こ
こ
で
は
「
胸
を
と
き
め
か
す
」
と
言
い
換
え
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
表
現
か
ら
し
て
も
4
「
……

純
粋
で
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
も
の
に
思
わ
れ
た
」
と
い
う

心
理
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
以
下
、
他
の
選
択
肢
の
誤
り
を
指
摘
し
て
お
く
。

　

1　
「
正
義
感
に
ひ
ど
く
感
動
し
た
」
が
解
釈
と
し
て
ず
れ
て
い
る
。
先
の
「
い
ま
さ

ら
汐
田
の
そ
の
出
来
事
に
胸
を
と
き
め
か
す
よ
う
な
、
そ
ん
な
若
や
い
だ
気
持
を
次
第
に

う
し
な
い
か
け
て
い
た
」
と
い
う
文
言
か
ら
も
逆
に
わ
か
る
よ
う
に
、
私
が
「
若
や
い

だ
気
持
」
で
「
胸
を
と
き
め
か
す
」（
＝
「
年
若
い
私
の
胸
を
異
様
に
轟
か
」
す
）
の
は

「
そ
の
出
来
事
」（
汐
田
恋
し
さ
に
テ
ツ
さ
ん
が
故
郷
を
出
奔
し
た
）
の
よ
う
な
事
象
、
す

な
わ
ち
恋
愛
ロ
マ
ン
で
あ
る
。「
正
義
感
」
に
胸
を
轟
か
す
わ
け
で
は
な
い
。

　

2　
「
義
憤
」
と
は
〈
不
公
正
な
こ
と
に
対
す
る
い
き
ど
お
り
〉
の
こ
と
だ
が
、「
義

憤
に
駆
ら
れ
た
」
も
「
正
義
感
」
同
様
、
こ
こ
で
の
胸
を
轟
か
す
理
由
で
は
な
い
。

　

3　

汐
田
と
テ
ツ
さ
ん
の
状
況
が
「
実
は
自
分
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
」
だ
と
判
断

で
き
る
と
こ
ろ
は
ど
こ
に
も
な
く
、
し
た
が
っ
て
「
そ
の
一
致
に
驚
き
と
心
か
ら
の
共
感

を
持
っ
た
」
も
誤
り
。

　

5　
「
恋
愛
の
行
く
末
に
、
強
い
好
奇
心
を
か
き
立
て
ら
れ
た
」
に
問
題
が
あ
る
。

「
行
く
末
」
と
い
う
よ
り
、
そ
の
と
き
汐
田
と
テ
ツ
さ
ん
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
に
胸
を

轟
か
せ
た
の
だ
ろ
う
し
、
そ
れ
は
「
好
奇
心
」
と
い
う
も
の
と
も
違
う
。

問
2

正解

3

　

部
分
の
記
述
に
基
づ
き
登
場
人
物
の
心
情
を
読
み
解
く
統
合
・
解
釈
。

　

問
題
文
の
解
説

《
第
二
の
場
面
》
の
半
ば
の
部
分
で
解
説
し
た
通
り
で
あ
る
。
正
解

は
3
。
以
下
、
他
の
選
択
肢
の
誤
り
を
指
摘
し
て
お
く
。

　

1　

ま
ず
「
そ
う
言
う
で
あ
ろ
う
友
人
に
相
談
し
た
」
に
問
題
が
あ
る
。「
私
」
が

「
別
れ
ろ
」
と
言
う
だ
ろ
う
こ
と
を
汐
田
が
予
測
し
た
と
ま
で
読
め
る
と
こ
ろ
は
特
に
な

い
。
さ
ら
に
「
そ
れ
を
表
情
に
は
出
す
ま
い
と
し
て
い
る
」
は
明
ら
か
に
誤
り
。「
し
か

し
」
と
考
え
込
む
前
に
「
口
角
に
ま
ざ
ま
ざ
と
微
笑
」
を
浮
か
べ
て
い
る
。

　

2　

ま
ず
「
実
の
と
こ
ろ
別
れ
る
か
ど
う
か
迷
っ
て
い
た
」
に
問
題
が
あ
る
。「
汐

田
の
思
う
つ
ぼ
を
……

」「
ま
ざ
ま
ざ
と
微
笑
」
と
あ
る
以
上
そ
う
は
読
め
な
い
。
し
た

が
っ
て
「
気
持
ち
が
決
ま
っ
て
ほ
っ
と
し
た
」
も
お
か
し
い
。
さ
ら
に
「
そ
れ
で
本
当
に

い
い
の
だ
ろ
う
か
と
再
度
自
分
の
本
心
を
確
認
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
も
誤
読
。「
し
か

し
、
と
考
え
込
ん
だ
」
の
は
ポ
ー
ズ
で
あ
ろ
う
。

　

4　

2
の
前
半
同
様
「
別
れ
よ
う
と
し
て
い
た
心
が
揺
ら
い
で
い
た
」
と
は
読
め
な
い
。

「
こ
れ
か
ら
ど
う
や
っ
て
相
手
に
別
れ
を
切
り
出
そ
う
か
と
思
案
し
て
い
る
」も
誤
読
で
あ
る
。

　

5　
「
そ
う
い
う
自
分
の
小
ず
る
さ
を
ほ
め
て
く
れ
た
と
思
い
得
意
に
な
っ
た
」
が
誤

り
。「
口
角
に
ま
ざ
ま
ざ
と
微
笑
を
ふ
く
め
」
た
の
は
〈
ほ
め
ら
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
〉

と
い
う
感
情
で
は
あ
る
ま
い
。 sam
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4文学的文章問題

問
3

正解

1

　

本
文
全
体
を
踏
ま
え
つ
つ
登
場
人
物
の
人
物
像
（
に
つ
い
て
の
心
情
）
を
読
み
解
く

統
合
・
解
釈
。

　

問
題
文
の
解
説

《
第
三
の
場
面
》
の
半
ば
の
部
分
で
詳
し
く
解
説
し
た
。
正
解
は

1
で
あ
る
。
テ
ツ
さ
ん
（
や
出
征
す
る
兵
士
）
の
あ
り
方
そ
の
も
の
は
も
ち
ろ
ん
、
例

え
ば
汐
田
の
テ
ツ
さ
ん
に
対
す
る
ふ
る
ま
い
方
と
の
対
比

0

0

を
考
え
て
も
、
1
「
う
ま
く

立
ち
回
っ
た
り
小
ず
る
く
生
き
た
り
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い

0

0

0

0

」
と
い
う
と
ら
え
方
が
適

切
だ
と
判
断
で
き
る
だ
ろ
う
。
以
下
、
他
の
選
択
肢
の
誤
り
を
指
摘
し
て
お
く
。

　

2　

端
的
に
「
嫌
悪
感
」
が
誤
り
。
そ
う
読
み
と
れ
る
箇
所
は
な
い
。

　

3　
「
私
」
は
「
窒
息
し
そ
う
に
胸
苦
し
く
な
っ
」
て
い
る
、
と
い
う
の
だ
か
ら
、「
周

り
の
人
の
好
意
に
そ
つ
な
く
応
じ
」
ら
れ
る
か
否
か
と
い
っ
た
次
元
の
話
で
は
な
い
。

　

4　

端
的
に
「
苛
立
た
し
く
思
う
気
持
ち
」
が
誤
り
。「
い
ま
、
こ
う
し
て
兵
士
を
眼

の
前
に
凝
視
し
、
ま
た
、
恥
か
し
め
ら
れ
汚
さ
れ
て
帰
郷
し
て
行
く
テ
ツ
さ
ん
を
眺
め
て

は
、
私
の
あ
ん
な
申
し
わ
け
が
立
つ
立
た
ぬ
ど
こ
ろ
で
な
い
と
思
っ
た
の
で
あ
る
」
の
文

言
一
つ
と
っ
て
も
、
2
「
嫌
悪
感
」
や
4
「
苛
立
た
し
く
思
う
気
持
ち
」
は
あ
り
え
な
い
。

　

5　

テ
ツ
さ
ん
や
兵
士
本
人
は
、「
つ
つ
ま
し
」
く
、
ま
た
「
見
送
り
の
人
た
ち
へ
お

ろ
お
ろ
会
釈
」
す
る
ば
か
り
と
い
っ
た
よ
う
に
、
自
ら
の
運
命
を
受
け
止
め
て
い
る
の
で

あ
っ
て
、
5
「
絶
望
の
淵
へ
と
沈
ん
で
い
く
」
と
ま
で
は
言
え
な
い
。
そ
う
で
あ
る
か

ら
こ
そ
、
見
て
い
る
「
私
」
は
な
お
さ
ら
い
た
た
ま
れ
な
い
思
い
に
な
る
の
で
あ
る
。

問
4

正解

1

5

　

小
説
に
お
け
る
表
現
と
そ
の
効
果
や
意
味
を
考
え
る
構
成
・
表
現
。

　

順
に
選
択
肢
を
検
討
し
て
い
こ
う
。

　

1　

問
題
文
の
解
説

《
第
一
の
場
面
》を
参
照
。問
題
な
く
言
い
う
る
。適
当
で
あ
る
。

　

2　
「
汐
田
は
き
っ
と
永
久
に
私
か
ら
遠
の
い
て
了
う
つ
も
り
で
あ
っ
た
ら
し
い
」
は

「
私
」
が
「
汐
田
」
に
つ
い
て
そ
う
思
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
視
点
は
「
私
」
の
も

の
で
あ
る
。
こ
の
小
説
は
一
貫
し
て
「
私
」
が
語
り
手
で
あ
り
、
す
べ
て
「
私
」
の
目
を

通
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

　

3　
「
ど
う
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
？
」
や
「
し
か
し
」
が
「
汐
田
が
言
っ
た
こ
と
の
一

部
に
す
ぎ
な
い
」
と
見
る
根
拠
は
な
い
。「 

」
を
使
わ
な
い
の
は
、
汐
田
の
台
詞
も
私
の

台
詞
も
、「
私
」
の
述
懐
の
一
部
と
し
て
、
他
の
情
景
や
表
情
や
出
来
事
と
同
等
に
扱
わ

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

4　
「
思
わ
ぬ
上
品
さ
を
か
い
ま
み
せ
た
の
を
面
白
が
っ
て
い
る
」
が
誤
り
。「
貴
婦

人
の
よ
う
な
」
は
〈
気
取
っ
て
い
る
〉
と
い
う
程
の
意
味
で
、
本
当
に
「
上
品
さ
」
を
の

ぞ
か
せ
た
わ
け
で
は
な
く
、
柄
に
も
な
い
よ
う
な
振
る
舞
い
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
「
面
白
が
っ
て
い
る
」
の
で
は
な
く
、
期
待
を
裏
切
ら
れ
て
面
食
ら
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

5　
「
妻
」
が
「
テ
ツ
さ
ん
」
に
対
し
て
、「
私
」
が
期
待
し
た
あ
り
方
と
は
違
い

「
素
っ
気
な
い
様
子
」
な
の
は
、
妻
が
テ
ツ
さ
ん
に
過
ぎ
た
同
情
を
し
て
い
な
い
か
ら
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
私
は
テ
ツ
さ
ん
を
い
た
ま
し
く
思
う
心
理
的
位
相
を
持
つ
が
、
妻
は
そ

の
位
相
を
持
た
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
は（
36
行
目
に
あ
る
よ
う
に
）妻
が
テ
ツ
さ
ん
と
同

じ
地
平
に
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
妻
が
テ
ツ
さ
ん
に
気
を
遣
わ
な
い
（
挨
拶
以

上
に
飾
ら
な
い
）の
は
、
妻
が
テ
ツ
さ
ん
を
上
に
も
下
に
も
見
て
い
な
い（
存
在
と
し
て
近

い
者
同
士
で
あ
る
）
か
ら
で
あ
る
（
付
け
加
え
れ
ば
「
私
」
が
「
適
切
な
態
度
や
言
葉
」

（
37
行
目
）だ
と
「
独
断
」
し
て
い
る
よ
う
な
言
動
を
し
な
い
こ
と
こ
そ
が
、
彼
女
た
ち
に

と
っ
て
〈
自
然
〉
な
あ
り
方
な
の
で
あ
る
）。
適
当
で
あ
る
。

問
5

正解

ⅰ

2

ⅱ

2

ⅲ

5

　

二
つ
の
テ
ク
ス
ト
を
関
係
づ
け
る
統
合
・
解
釈
に
基
づ
き
、
登
場
人
物
の
心
情
を
推

測
す
る
熟
考
・
評
価
。

　

ま
ず
設
問
文
で
示
さ
れ
た
〈
設
定
〉
を
確
認
し
て
お
く
。

　

・�「
Ａ
さ
ん
の
ク
ラ
ス
で
」
行
わ
れ
た
「
グ
ル
ー
プ
討
論
」
で
「
話
題
と
な
っ
た
」、
波

線
部
「
私
は
頼
ま
れ
も
せ
ぬ
の
に
、
テ
ツ
さ
ん
を
見
送
っ
て
や
ろ
う
と
即
座
に
覚
悟

を
決
め
た
。」
と
い
う
一
節
に
つ
い
て
の
設
問

　

・�「
討
論
の
中
で
の
【
Ａ
さ
ん
と
Ｂ
さ
ん
の
や
り
と
り
】」
を
う
け
て
、「
列
車
」
と
同

設
問
の
解
説

問
1

問
2

問
3

問
4

問
5

統
合
・
解
釈
統
合
・
解
釈
統
合
・
解
釈

熟
考
・
評
価

構
成
・
表
現

問
1

正解

4

　

部
分
の
記
述
に
基
づ
き
登
場
人
物
の
心
理
を
読
み
解
く
統
合
・
解
釈
。

　

問
題
文
の
解
説

《
第
二
の
場
面
》
の
最
初
の
部
分
で
解
説
し
た
通
り
で
あ
る
。
正
解

は
4
。
20
行
目
に
「
そ
の
こ
ろ
に
は
……

い
ま
さ
ら
汐
田
の
そ
の
出
来
事
に
胸
を
と
き
め

か
す
よ
う
な
、
そ
ん
な
若
や
い
だ
気
持
を
次
第
に
う
し
な
い
か
け
て
い
た
」
と
あ
る
の
を
裏

返
せ
ば
、
傍
線
部
Ａ
は
〈
か
つ
て
の
自
分
が
抱
い
た
、
テ
ツ
さ
ん
と
汐
田
と
の
恋
愛
に
「
胸

を
と
き
め
か
す
……

若
や
い
だ
気
持
」〉
を
示
す
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
傍
線
部
Ａ

の
「
胸
を
……

轟
か
」
す
が
こ
こ
で
は
「
胸
を
と
き
め
か
す
」
と
言
い
換
え
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
表
現
か
ら
し
て
も
4
「
……

純
粋
で
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
も
の
に
思
わ
れ
た
」
と
い
う

心
理
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
以
下
、
他
の
選
択
肢
の
誤
り
を
指
摘
し
て
お
く
。

　

1　
「
正
義
感
に
ひ
ど
く
感
動
し
た
」
が
解
釈
と
し
て
ず
れ
て
い
る
。
先
の
「
い
ま
さ

ら
汐
田
の
そ
の
出
来
事
に
胸
を
と
き
め
か
す
よ
う
な
、
そ
ん
な
若
や
い
だ
気
持
を
次
第
に

う
し
な
い
か
け
て
い
た
」
と
い
う
文
言
か
ら
も
逆
に
わ
か
る
よ
う
に
、
私
が
「
若
や
い

だ
気
持
」
で
「
胸
を
と
き
め
か
す
」（
＝
「
年
若
い
私
の
胸
を
異
様
に
轟
か
」
す
）
の
は

「
そ
の
出
来
事
」（
汐
田
恋
し
さ
に
テ
ツ
さ
ん
が
故
郷
を
出
奔
し
た
）
の
よ
う
な
事
象
、
す

な
わ
ち
恋
愛
ロ
マ
ン
で
あ
る
。「
正
義
感
」
に
胸
を
轟
か
す
わ
け
で
は
な
い
。

　

2　
「
義
憤
」
と
は
〈
不
公
正
な
こ
と
に
対
す
る
い
き
ど
お
り
〉
の
こ
と
だ
が
、「
義

憤
に
駆
ら
れ
た
」
も
「
正
義
感
」
同
様
、
こ
こ
で
の
胸
を
轟
か
す
理
由
で
は
な
い
。

　

3　

汐
田
と
テ
ツ
さ
ん
の
状
況
が
「
実
は
自
分
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
」
だ
と
判
断

で
き
る
と
こ
ろ
は
ど
こ
に
も
な
く
、
し
た
が
っ
て
「
そ
の
一
致
に
驚
き
と
心
か
ら
の
共
感

を
持
っ
た
」
も
誤
り
。

　

5　
「
恋
愛
の
行
く
末
に
、
強
い
好
奇
心
を
か
き
立
て
ら
れ
た
」
に
問
題
が
あ
る
。

「
行
く
末
」
と
い
う
よ
り
、
そ
の
と
き
汐
田
と
テ
ツ
さ
ん
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
に
胸
を

轟
か
せ
た
の
だ
ろ
う
し
、
そ
れ
は
「
好
奇
心
」
と
い
う
も
の
と
も
違
う
。

問
2

正解

3

　

部
分
の
記
述
に
基
づ
き
登
場
人
物
の
心
情
を
読
み
解
く
統
合
・
解
釈
。

　

問
題
文
の
解
説

《
第
二
の
場
面
》
の
半
ば
の
部
分
で
解
説
し
た
通
り
で
あ
る
。
正
解

は
3
。
以
下
、
他
の
選
択
肢
の
誤
り
を
指
摘
し
て
お
く
。

　

1　

ま
ず
「
そ
う
言
う
で
あ
ろ
う
友
人
に
相
談
し
た
」
に
問
題
が
あ
る
。「
私
」
が

「
別
れ
ろ
」
と
言
う
だ
ろ
う
こ
と
を
汐
田
が
予
測
し
た
と
ま
で
読
め
る
と
こ
ろ
は
特
に
な

い
。
さ
ら
に
「
そ
れ
を
表
情
に
は
出
す
ま
い
と
し
て
い
る
」
は
明
ら
か
に
誤
り
。「
し
か

し
」
と
考
え
込
む
前
に
「
口
角
に
ま
ざ
ま
ざ
と
微
笑
」
を
浮
か
べ
て
い
る
。

　

2　

ま
ず
「
実
の
と
こ
ろ
別
れ
る
か
ど
う
か
迷
っ
て
い
た
」
に
問
題
が
あ
る
。「
汐

田
の
思
う
つ
ぼ
を
……

」「
ま
ざ
ま
ざ
と
微
笑
」
と
あ
る
以
上
そ
う
は
読
め
な
い
。
し
た

が
っ
て
「
気
持
ち
が
決
ま
っ
て
ほ
っ
と
し
た
」
も
お
か
し
い
。
さ
ら
に
「
そ
れ
で
本
当
に

い
い
の
だ
ろ
う
か
と
再
度
自
分
の
本
心
を
確
認
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
も
誤
読
。「
し
か

し
、
と
考
え
込
ん
だ
」
の
は
ポ
ー
ズ
で
あ
ろ
う
。

　

4　

2
の
前
半
同
様
「
別
れ
よ
う
と
し
て
い
た
心
が
揺
ら
い
で
い
た
」
と
は
読
め
な
い
。

「
こ
れ
か
ら
ど
う
や
っ
て
相
手
に
別
れ
を
切
り
出
そ
う
か
と
思
案
し
て
い
る
」も
誤
読
で
あ
る
。

　

5　
「
そ
う
い
う
自
分
の
小
ず
る
さ
を
ほ
め
て
く
れ
た
と
思
い
得
意
に
な
っ
た
」
が
誤

り
。「
口
角
に
ま
ざ
ま
ざ
と
微
笑
を
ふ
く
め
」
た
の
は
〈
ほ
め
ら
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
〉

と
い
う
感
情
で
は
あ
る
ま
い
。sam

ple
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じ
作
者
の
【「
葉
」
の
一
節
】
を
参
照
し
な
が
ら
Ａ
さ
ん
の
考
え
た
こ
と
が
【
Ａ
さ

ん
の
ノ
ー
ト
】

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
順
に
考
え
て
い
こ
う
。

　

ま
ず
、
波
線
部
「
私
は
頼
ま
れ
も
せ
ぬ
の
に
、
テ
ツ
さ
ん
を
見
送
っ
て
や
ろ
う
と
即
座

に
覚
悟
を
き
め
た
。」
に
お
け
る
心
情
自
体
は
、【
Ａ
さ
ん
と
Ｂ
さ
ん
の
や
り
と
り
】
の
中

で
「
テ
ツ
さ
ん
へ
の
同
情
」「
思
い
や
り
」
だ
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
Ｂ

さ
ん
が
、「
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る

0

0

0

0

の
は
」
波
線
部
（
テ
ツ
さ
ん
へ
の
同
情
や
思
い
や
り

0

0

0

0

0

0

0

か

ら
彼
女
を
見
送
ろ
う

0

0

0

0

と
き
め
た
こ
と
）
に
つ
い
て
直
後
で
「
私
に
は
そ
ん
な

0

0

0

軽
は
ず
み
な

こ
と
を
し
が
ち
な
悲
し
い
習
性

0

0

0

0

0

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
、
と

言
い
、
さ
ら
に
「『
悲
し
い

0

0

0

習
性

3

3

』
と
い
う
の
は
、『
私
』
は
し
ば
し
ば

3

3

3

3

こ
う
い
う
心
の
動

か
し
方
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
を
自
分
で
『
悲
し
い

0

0

0

』
と

思
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。」
と
述
べ
る
。
Ａ
さ
ん
も
先
の
Ｂ
さ
ん
の
「
ち
ょ
っ

と
気
に
な
る

0

0

0

0

の
は
……

」
を
う
け
て
「
た
し
か
に
気
に
な
り
ま
す
ね
」
と
言
い
、
そ
の
こ

と
に
つ
い
て
「
考
え
て
み
た
い
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
を
う
け
て
Ａ
さ
ん
が
「
参
照
」
し
た

の
が
【「
葉
」
の
一
節
】
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
考
え
た
内
容
が
【
Ａ
さ
ん
の
ノ
ー

ト
】
で
あ
る
。（「
列
車
」「
葉
」
は
と
も
に
小
説
で
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し

た
作
品
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
両
者
の
背
景
に
類
似
し
た
心
の
動
き
が
あ
る
も
の
と
想
定

し
て
考
え
て
み
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。）

ⅰ　

空
欄
Ｘ
は
「
●
Ｂ
さ
ん
と
の
や
り
と
り
で
生
じ
た
疑
問
」
だ
か
ら
、
先
に
Ｂ
さ
ん
・

Ａ
さ
ん
が
「
気
に
な
る
」
と
述
べ
て
い
た
内
容
が
入
る
こ
と
に
な
る
。
2
を
入
れ
れ

ば
「 

テ
ツ
さ
ん
へ
の
同
情
や
思
い
や
り
に
発
す
る
自
分
の
行
動 

を
、『
悲
し
い
習
性
』

と
言
う
の
は
な
ぜ
か
」
と
な
る
の
で
、
こ
れ
が
正
解
。

　
　
「
私
」
は
自
分
の
心
の
動
か
し
方
を
「
悲
し
い
習
性
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

1
「
テ
ツ
さ
ん
の
勇
気
」
で
は
な
い
。
3
「
親
し
い
人
」
だ
か
ら
「
特
別
扱
い
し
よ

う
と
」
し
た
の
で
は
な
く
、「
軽
ん
じ
ら
れ
た
」
人
へ
の
同
情
か
ら
「
大
切
に
扱
お
う

と
い
う
気
に
な
っ
た
」
の
で
あ
る
し
、
3
「
普
遍
的
な
人
間
心
理
」
と
い
う
こ
と
で

も
な
い
。
4
「
と
も
す
れ
ば
軽
は
ず
み
な
行
動
を
し
が
ち
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
自

体
は
「
悲
し
い
習
性
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、
特
に
「
疑
問
」
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な

い
。〈
テ
ツ
さ
ん
へ
の
同
情
や
思
い
や
り
〉
と
い
う
、
本
来
は
プ
ラ
ス
方
向
で
あ
る
は

ず
の
も
の
が
、
な
ぜ
「
悲
し
い
」「
軽
は
ず
み
な
行
動
」「
と
も
す
れ
ば
……

し
が
ち
」

と
い
わ
れ
て
い
る
か
が
「
疑
問
」
な
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
を
明
示
し
た
答
え
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。〈
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
焦
点
〉
を
突
い
た
答
え
で
あ
る
か
否

か
に
注
意
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
5
は
「
そ
ん
な
……

悲
し
い
習
性
」
の
「
そ
ん

な
」
が
指
す
内
容
で
は
な
い
し
、〈
テ
ツ
さ
ん
も
喜
ん
で
く
れ
る
だ
ろ
う
〉
と
い
う
の

が
「
楽
観
」
で
あ
り
、
実
際
に
見
送
り
に
き
て
か
ら
の
心
情
が
「
悲
観
」
に
当
た
る
と

仮
に
考
え
た
と
し
て
も
、
両
者
の
間
で
「
い
く
ど
も
揺
れ
動
い
た
」
わ
け
で
は
な
い
。

　
【
Ａ
さ
ん
の
ノ
ー
ト
】
は
次
に
、「『
葉
』
の
内
容
」
を
、

　

・�「
私
」
が
投
げ
て
や
っ
た
鰯
を
「
ね
こ
」
が
た
べ
た
こ
と
で
、「
私0

」
は
「
わ
が
恋
は

0

0

0

0

容
れ
ら
れ
た
り

0

0

0

0

0

0

」
と
感
じ
た
が
、
ね
こ
の
白
い
毛
を
撫
で
て
や
ろ
う
と
背
中
の
毛
に

ふ
れ
た
と
た
ん
、
ね
こ
は

0

0

0

「
私0

」
の
指
を
嚙
み
裂
い
た

0

0

0

0

0

0

0

0

。

　

と
ま
と
め
、
さ
ら
に
「『
列
車
』
の
内
容
」
を
、

　

・�「
妻0

」
に
は
テ
ツ
さ
ん
と
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
、
テ
ツ
さ
ん
を
う
ま
く
慰
め

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

て
く
れ
る
だ
ろ
う

0

0

0

0

0

0

0

と
連
れ
て
行
っ
た
が
、
思0

っ
た
通
り
の
結
果
に
は
な
ら
な
か
っ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

た0

。

　

・�

テ
ツ
さ
ん
を
慰
め
る

0

0

0

0

0

0

0

0

つ
も
り
で
、「
災
難

0

0

」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
り
し
て
し
ま
っ

た
。

　

と
ま
と
め
て
い
る
。

ⅱ
・
ⅲ　

右
を
う
け
た
「『
疑
問
』（
＝
テ
ツ
さ
ん
へ
の
同
情
や
思
い
や
り
に
発
す
る
自
分

の
行
動
を
、『
悲
し
い
習
性
』
と
言
う
の
は
な
ぜ
か
）
へ
の
答
え
」
が
、

　

・�「
私
」が
他
者
の
内
面
を
お
し
は
か
ろ
う
と
す
る
と
き
、そ
れ
は
し
ば
し
ば

Ｙ

に
な
り
が
ち
で
あ
り
、
他
者
に
寄
せ
る
思
い
が
、
た
と
え

Ｚ

が
ゆ
え

に
、「
悲
し
い
習
性
」
だ
と
感
じ
る
の
で
あ
る
。

　

で
あ
る
。

　
　
「
ね
こ
」
に
対
し
「
私
」
は
「
わ
が
恋
は
容
れ
ら
れ
た
り
」
と
思
う
。〈
自
分
の
好
意

を
ね
こ
は
受
け
い
れ
て
く
れ
た
〉
と
、「
私
」
は
「
ね
こ
」
の
「
内
面
を
お
し
は
か
」
っ

sam
ple
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た
の
で
あ
る
（
動
物
に
「
内
面
」
が
あ
る
か
ど
う
か
は
何
と
も
い
え
な
い
が
、
少
な

く
と
も
「
私
」
は
そ
う
思
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、「
私
」
の
心
情
を
問
題
に
し
て
い
る

こ
の
設
問
に
つ
い
て
は
そ
れ
に
沿
っ
て
答
え
る
こ
と
に
な
る
）。
し
か
し
、
実
際
に
は

「
ね
こ
は
『
私
』
の
指
を
嚙
み
裂
い
た
」。「
私
」
の
思
い
と
は
裏
腹
に
〈
好
意
は
受
け

い
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
〉
の
で
あ
る
。

　
　
「
妻
」
に
つ
い
て
も
、「
私
」
は
「
テ
ツ
さ
ん
を
う
ま
く
慰
め
て
く
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

だ
ろ
う
」
と

思
っ
た
が
、「
思
っ
た
通
り
の
結
果
に
は
な
ら
な
か
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」。「
テ
ツ
さ
ん
」
に
対
し
て

は
、
自
分
と
し
て
は

0

0

0

0

0

0

「
慰
め
る
つ
も
り

0

0

0

」
で
話
し
か
け
て
い
な
が
ら
「『
災
難
』
と
い

う
言
葉
を
使
っ
た
り
し
て
し
ま
っ
」
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
空
欄
Ｙ
・
Ｚ
を
考
え
よ
う
。
ま
ず
「『
私
』
が
他
者
の
内
面
を

お
し
は
か
ろ
う
と
す
る
と
き
、
そ
れ
は
し
ば
し
ば

Ｙ

に
な
り
が
ち
」
に

つ
い
て
は
、「
私
」
が
「
ね
こ
」「
妻
」
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
が
、
右
に
見
た
通
り
、

実
は
〈
自
分
勝
手
な
思
い
込
み
〉
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
。
2
「
主

観
的
な
思
い
入
れ
」
が
正
解
で
あ
る
。

　
　

1　
「
情
緒
的
な
判
断
」
と
し
た
だ
け
で
は
読
み
と
し
て
核
心
を
突
い
て
い
な
い

（
ど
の
方
向
に
「
情
緒
的
」
な
の
か
が
明
確
に
言
え
て
い
な
い
）。

　
　

空
欄
Ｙ
は
「
他
者
の
内
面
を
お
し
は
か
ろ
う
と
す
る
と
き
」
の
話
で
あ
る
（
他
者
に

対
す
る
何
ら
か
の
行
為
・
働
き
か
け
の
話
で
は
な
い
）
か
ら
、
問
題
は
〈
正
し
く
判
断

で
き
る
か
否
か
〉
で
あ
り
、〈
一
人
よ
が
り
の
思
い
込
み
・
思
い
違
い
〉
と
い
う
こ
と

は
あ
っ
て
も
、
3
「
利
己
的
な
優
し
さ
」
と
い
う
の
は
お
か
し
い
（
表
現
と
し
て
の

方
向
性
自
体
が
ズ
レ
て
い
る
）。
ま
た
内
容
上
も
、
特
に
「
妻
」
に
つ
い
て
は
〈
テ
ツ

さ
ん
の
た
め
（
に
妻
に
協
力
し
て
ほ
し
い
）〉
と
思
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、「
利
己
的
な

優
し
さ
」
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

　
　

4　
「
理
知
的
」
と
い
う
よ
り
は
気
持
ち
が
先
行
し
て
失
敗
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

ま
た
、
相
手
を
だ
ま
そ
う
と
し
た
り
し
て
い
る
の
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、「
計
略
」
も

お
か
し
い
。

　
　

5　
「
わ
が
ま
ま
」
と
は
ふ
つ
う
行
為
や
行
動
に
つ
い
て
言
う
言
葉
で
あ
り
、〈
他

者
の
内
面
を
お
し
は
か
る
〉
こ
と
に
用
い
る
な
ら
2
「
主
観
的
な
思
い
入
れ
」
の
方

が
適
切
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
「
私
」
は
〈
ね
こ
の
た
め
〉〈
テ
ツ
さ
ん
の
た
め

（
に
妻
に
協
力
し
て
ほ
し
い
）〉
と
思
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
内
容
上
も
「
わ
が
ま
ま
」

と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
（「
わ
が
ま
ま
」
に
〈
自
分
の
意
思
を
通
し
た
〉
の
で
は

な
く
、〈
相
手
を
思
い
や
る
つ
も
り
で
〝
思
い
違
え
た
〟〉
の
で
あ
る
）。

　
　

次
に
「
他
者
に
寄
せ
る
思
い
が
、
た
と
え

Ｚ

が
ゆ
え
に
、『
悲
し
い
習

性
』
だ
と
感
じ
る
の
で
あ
る
」
に
つ
い
て
は
、「
私
」
が
「
ね
こ
」「
テ
ツ
さ
ん
」
に
寄

せ
た
思
い
が
、「
私
」
の
思
い
と
は
裏
腹
に
ね
こ
に
指
を
嚙
ま
れ
る
と
い
う
形
で
終
わ

り
、
ま
た
結
果
的
に
「
災
難
」
と
い
う
言
葉
で
テ
ツ
さ
ん
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た

か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
る
も
の
を
選
べ
ば
よ
い
。
5
「（
た
と

え
）
自
分
と
し
て
は
親
愛
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
相
手
に
は
必
ず
し
も
通
じ
な

い
」
が
正
解
で
あ
る
。

　
　

1
は
そ
も
そ
も
「
私
」
が
「
自
分
を
幸
福
に
」
し
よ
う
と
い
う
心
情
を
持
っ
て
い

た
（
が
、
そ
れ
が
失
敗
し
た
）
よ
う
に
と
ら
え
て
お
り
、
不
適
切
で
あ
る
。

　
　

2
は
ま
ず
「
相
手
に
と
っ
て
も0

幸
せ
な
こ
と
」
が
〈
ま
ず
自
分
に
と
っ
て
幸
せ
だ
〉

と
い
う
こ
と
を
含
意
し
て
い
る
の
が
、
テ
ツ
さ
ん
と
自
分
の
場
合
に
つ
い
て
明
ら
か
に

お
か
し
い
。
さ
ら
に
2
は
〈
自
分
の
同
情
や
思
い
入
れ
は
「
相
手
に
と
っ
て
も
幸
せ

な
こ
と
」
で
あ
る
の
は
事
実

0

0

0

0

0

0

0

だ
が
、
相
手
は
必
ず
し
も
そ
う
感
じ
る
わ
け
で
は
な
い
〉

と
い
う
趣
旨
に
な
る
が
、「
私
」
は
そ
う
断
定
す
る
ほ
ど
思
い
上
が
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。

　
　

3
は
「
相
手
に
は
迷
惑
で
し
か
な
い
」
が
言
い
過
ぎ
で
あ
る
。
ね
こ
に
は
「
迷
惑
」

を
か
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
テ
ツ
さ
ん
も
「
迷
惑
」
と
ま
で
感
じ
て
い
る
と
は

読
め
な
い
（
テ
ツ
さ
ん
の
人
柄
か
ら
し
て
、
あ
る
と
し
て
も
〈
困
惑
〉
で
あ
ろ
う
）。

　
　

4
は
「
結
果
的
に
自
分
の
利
益
に
し
か
な
ら
な
い
」
が
お
か
し
い
。
ね
こ
に
は
指

を
嚙
ま
れ
た
の
だ
か
ら
、「
私
」
は
「
利
益
」
を
得
て
は
い
な
い
し
、
テ
ツ
さ
ん
に
つ

い
て
も
（「
私
」
の
自
己
満
足
で
し
か
な
か
っ
た
、
と
い
っ
た
言
い
方
な
ら
で
き
る
か

も
し
れ
な
い
が
）、
相
手
が
思
う
よ
う
な
反
応
を
示
さ
な
い
こ
と
に
う
ろ
た
え
て
「
も

は
や
他
人
の
身
の
上
ま
で
思
い
や
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
余
裕
が
な
」
く
な
り
、
自
分
で

も
適
切
だ
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
「
災
難
」
と
い
う
言
葉
ま
で
口
走
っ
て
し
ま
う
、
と

い
っ
た
状
態
を
「
自
分
の
利
益
」
と
表
現
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
。
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